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受　付 件　　　　　　　　　名 提　出　者 結　果

請願第 1号
悪質商法を助長するクレジットの被害を防止するため、
割賦販売法の抜本的改正を求める意見書を政府等に提出
することを求める請願書

茨城司法書士会長
紹介議員４名

採　 択

陳情第 8号
（平成18年）

要望書　５１号バイパス工事における、小泉地区通学道
路の隧道化について

須賀区長・曲松区長・小泉区長 継続審査

陳情第 2号 住民の暮らしを守り、公共サービス拡充を求める陳情書 鹿行地域共同運動連絡会ほか 不 採 択

陳情第 5号 陳情書「いたこの郷」雑排水処理の改善を求める件 北浦の水質浄化連ほか 継続審査

陳情第 6号
潮来市立日の出中学校における体育館の速やかな建設に
ついて

潮来市立日の出中学校教育後援会ほか 採　 択

陳情第 7号 「平成１９年度茨城県郷土民俗芸能の集い」出演に伴う要望書 潮来ばやし保存会会長ほか 採　 択

陳情第 8号 議員定数削減に関する要望 潮来市区長会会長 継続審査

請願・陳情審査結果請願・陳情審査結果

平成 19年第３回定例会

条例改正、決算認定等を原案のとおり可決条例改正、決算認定等を原案のとおり可決
第３回定例会は９月５日から14日まで開催され、平成18年度決算の認定、条例改正、補正予算等21件を審議。
審議された議案等は、決算認定３件、条例改正２件、補正予算６件、人事案件１件、意見書提出２件で、すべて原
案のとおり可決しました。
皆さまから提出された請願・陳情については、各委員会、本会議で審議され、採択３件、不採択１件、継続審査３
件となりました。通告質問については、10人の議員が登壇し市政一般について質問しました。（傍聴者　計42人）

会　  議　  経  　過会　  議　  経  　過

提出された議案・請願・陳情

月　日 議　事　日　程

９月５日（水）
開会・議案審議
陳情審査・委員会付託

９月６日（木） 決算審議

９月７日（金）
総務委員会
教育福祉委員会
議員定数調査特別委員会

月　日 議　事　日　程
９月１０日（月） 建設委員会
９月１１日（火） 市政一般通告質問　５人
９月１２日（水） 市政一般通告質問　５人
９月１３日（木） 議事整理

９月１４日（金）
追加議案審議
委員会付託案件審査　閉会

議案第 32号 政治倫理の確立のための潮来市長の資産等の公開に関する条例の一部改正について 可 決

議案第 33号 潮来市水道事業給水条例の一部改正について 可 決

議案第 34号 平成19 年度潮来市一般会計補正予算（第1号） 可 決

議案第 35号 平成19 年度潮来市国民健康保険特別会計補正予算（第1号） 可 決

議案第 36号 平成19 年度潮来市老人保健特別会計補正予算（第1号） 可 決

議案第 37号 平成19 年度潮来市下水道事業特別会計補正予算（第1号） 可 決

議案第 38号 平成19 年度潮来市農業集落排水事業特別会計補正予算（第1号） 可 決

議案第 39 号 平成19 年潮来市介護保険特別会計補正予算（第1号） 可 決

認定第1号 平成18 年度潮来市歳入歳出決算認定について 認 定

認定第 2号 平成18 年度潮来市水道事業会計決算認定について 認 定

認定第 3号 平成18 年度潮来市工業用水道事業会計決算認定について 認 定

諮問第 2号 人権擁護委員候補者の推薦につき意見をもとめることについて 同 意

発議第 4号 割賦販売法の抜本的改正に関する意見書 可 決

発議第 5号 「地域安全・安心まちづくり推進法」の早期制定を求める意見書 可 決

潮来市水道加入金を改正しました（平成20年４月１日施行）
メーター口径 １３ｍｍ ２０ｍｍ ２５ｍｍ ３０ｍｍ ４０ｍｍ

加入金改正前 １５７,５００円 ３７８,０００円 ５８８,０００円 ８４０,０００円 １,５０１,５００円

加入金改正後 １５７,５００円 １８９,０００円 ２９４,０００円 ４２０,０００円 ７５１,０００円

※５０ｍｍ以上についても引き下げられています
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国への意見書国への意見書

平成１８年度決算を認定

国への意見書国への意見書

「地域安全・安心まちづくり推進法」
の早期制定を求める意見書

　近年、子どもをはじめ、地域住民を巻き込んだ凶悪事件
が頻発化しており、防犯に対する国民の関心は高まっていま
す。「民間交番」の設置など、地域住民が自ら防犯活動を行
う防犯ボランティア活動も活発化し、昨年末時点で、地域住
民による防犯ボランティア団体は全国で3万1,931団体にも上
ります。
　安全で安心して暮らせる地域社会を築くには、警察の力に
加えて住民自らの防犯活動を欠かすことはできません。現在、
住民による活動が盛り上がりを見せる中、防犯ボランティア
団体の活動を多角的にサポートするための法律制定が強く求
められています。
　よって、政府におかれては「犯罪に強いまちづくり」への自
発的な取り組みや防犯意識の向上のための活動を、国や自治
体が総合的かつ計画的に支援することを責務とする内容を盛
り込んだ「地域安全・安心まちづくり推進法」（仮称）を早期
に制定し、以下に掲げる施策を積極的に推進されるよう強く
要望します。

記
１．防犯ボランティアが「民間交番」をつくる際に公有地や
建物を貸し出したり、賃貸料補助等の財政支援を行うなど、
防犯拠点を整備するための「地域安全安心ステーションモ
デル事業」を全国２,000ヵ所へと増やすこと。
２．子どもの安全確保へ、スクールガードリーダー（地域学
校安全指導員）等の配置を進め、公園、駅など多くの地
域住民が利用する場所に子ども用の緊急通報装置の設置
を促進すること。
３．自治体に防犯担当窓口の設置を促進するなど、地域住
民と自治体が地域の安全の為に協力しやすい環境整備を
推進すること。
以上、地方自治法第 99 条の規定により意見書を提出する。

平成19 年 9月14日　
茨城県潮来市議会

内閣総理大臣・総務大臣・文部科学大臣　宛

割賦販売法の抜本的改正に関する意見書
　クレジット契約は、代金後払いで商品が購入できる利便性により消
費者に広く普及している一方で、強引・悪質な販売方法と結びつくと
高額かつ深刻な被害を引き起こす危険な道具にもなるものである。
　現在、クレジット会社の与信審査の甘さから、年金暮らしの高齢
者に対し、支払い能力を超える大量のリフォーム工事、呉服等の次々
販売が繰り返されたり、年齢性別を問わず、クレジット契約を悪用
したマルチ商法・内職商法その他の詐欺的商法の被害が絶えないと
ころである。このようなクレジット被害は、クレジット契約を利用す
るがゆえに悪質な販売行為を誘発しがちとなるクレジット契約の構
造的危険性から生じる病理現象であると言える。
　経済産業省の産業構造審議会割賦販売分科会基本問題小委員会
は、このように深刻なクレジット被害を防止するため、平成１９年２月
から、クレジット被害の防止と取引適正化に向けて割賦販売法の改正
に関する審議を進めており、本年秋には法改正の方向性が示される
見込みにある。今回の改正においては、消費者に対し、安心安全な
クレジット契約が提供されるために、クレジット会社の責任において
クレジット被害の防止と取引適正化を実現する法制度が必要である。
　よって、潮来市議会は、国会及び政府に対し、割賦販売法改正に
当たっては次の事項を実現するよう強く要請する。

記
１〔過剰与信規制の具体化〕
　クレジット会社が、顧客の支払い能力を超えるクレジット契約
を提供しないように、具体的な与信基準を伴う実効性ある規制を
行うこと。
２〔不適正与信防止義務と既払金返還責任〕
　クレジット会社には悪質販売行為等にクレジット契約を提供し
ないように、加盟店を調査する義務だけでなく、販売契約が無効・
取消・解約であるときは、既払金の返還義務を含むクレジット会
社の民事共同責任を規定すること。
３〔割賦払い要件と政令指定商品制の廃止〕
　１～２回払いのクレジット契約を適用対象に含め、政令指定商
品制を廃止することにより、原則としてすべてのクレジット契約を
適用対象とすること。
４〔登録制の導入〕
　個品方式のクレジット事業者（契約書型クレジット）について、
登録制を設け、契約書面交付義務及びクーリング・オフ制度を規
定すること。
以上地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。

平成19 年 9月5日　
茨城県潮来市議会

衆議院議長・参議院議長・内閣総理大臣・経済産業大臣　宛

一般会計

　歳入 １０９億 ２,７２１万円
　歳出 １０７億 ６３２万円

特別会計（国保・老保・下水道・介護保険など）

　歳入 ８３億 ８,７４９万円
　歳出 ８１億 ６,５４１万円

企業会計（水道事業等）

　歳入 ８億 ６,９１９万円
　歳出 １０億 ６,００１万円

潮来市の財政構造 健全な財政運営は収支のバランスを保ちながら、経済変動や市民の要望に対応できる弾力性が必要と
なります。年度別の主要財務比率は以下のとおりです。

区　　　分 １４年度 １５年度 １６年度 １７年度 １８年度

財 政 力 指 数 ０.４８２ ０.５０３ ０.５１１ ０.５１７ ０.５２７

経 常 収 支 比 率 ８７.８ ８７.４ ９０.０ ９２.１ ９２.９

公 債 費 比 率 １４.９ １７.１ １９.２ １７.３ １６.５

実質公債費比率 ― ― ― １７.５ １７.０

人 件 費 比 率 ２１.２ ２１.８ ２１.７ ２１.６ ２２.３

【財政力指数】　市町村の財政力を示す指標。行政運営に必要な支出を市町村税など自前の収入で賄える割合を示します。「１」に
　 近づくほど独自の財源が充実している。
【経常収支比率】 税などの一般財源を、人件費や公債費などの経常的経費に充当している割合。比率が高い程、施設整備など投
　 資的経費に充当する財源が少なくなり、財政運営が厳しくなります。80％未満が妥当とされる。
【公債費比率】  公債費に充当した一般財源が一般財源総額に占める割合を示すもの。数値が高いほど財政の硬直性が高まる。
 10％を超さないことが望ましいとされている。
【実質公債費比率】 上記の公債費に、上水道等公営企業会計の支払う償還金へ、一般会計から繰り出す金額を含めた比率。
 18％を超えると地方債借入れの際に知事の許可が必要となる。
【人件費比率】　人件費の歳出合計に対する割合。近隣市と比べ低い割合であるが人件費の多くは経常的経費で財政上大きな比重
　 を占め、財政硬直化の要因となるため、人件費の管理は大きな課題となる。
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源
活
用

促
進
法
に
よ
り
、
地
域
産
業
資
源
を

整
理
し
て
い
る
。
県
の
基
本
構
想
に

農
林
水
産
物
、
ア
ヤ
メ
笠
の
よ
う
な

鉱
工
業
品
、
水
郷
潮
来
あ
や
め
祭
り
、

祇
園
祭
礼
な
ど
の
観
光
資
源
を
盛
り

込
む
た
め
県
庁
と
調
整
し
て
い
る
。

ネ
ッ
ト
公
売　

進
ち
ょ
く

状
況
は

　

潮
来
市
の
税
金
滞
納
者
は
現
在
、

約
２
８
０
０
人
、
金
額
は
約
６
億
６

０
０
０
万
円
。
茨
城
県
等
は
官
公
庁

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
を
利
用
し
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
公
売
を
実
施
し
て
い
る
。

①
有
効
性
が
証
明
さ
れ
た
ネ
ッ
ト
公

売
。
導
入
へ
の
進
ち
ょ
く
状
況
を

伺
う
。

②
「
タ
イ
ヤ
ロ
ッ
ク
」
は
、
車
両
の

移
動
を
不
能
に
す
る
装
置
。
悪
質

滞
納
者
に
適
用
し
て
は
…
。

今
、
検
討
中

佐
野
総
務
部
長

①
今
、
検
討
中
で
あ
る
。
公
売
に
か

け
る
物
件
が
な
い
の
で
、
不
動
産

だ
け
行
っ
て
い
る
。
今
年
の
予
定

は
、
２
件
。
現
在
差
押
さ
え
た
物

件
の
公
売
は
、（
委
託
料
を
払
い
）

茨
城
租
税
債
権
管
理
機
構
に
委
託

し
て
い
る
。

②
今
回
、
新
た
に
タ
イ
ヤ
ロ
ッ
ク
装

置
に
よ
る
差
押
さ
え
を
行
う
こ
と

と
な
っ
た
。（
広

報
い
た
こ
２
０

０
７
・
10
月
号
）

防
災
へ
の
取

り
組
み
は

男
女
共
同
参
画
基

本
計
画
の
重
点
事

業
の
う
ち
「
防
災
」

へ
の
取
り
組
み
状

況
を
伺
う
。

女
性
の
視
点
を
反
映
さ
せ
る

矢
幡
行
政
改
革
推
進
室
長

　

具
体
的
に
進
ん
で
い
る
も
の
は
現

在
な
い
。
男
女
共
同
参
画
の
視
点
を

取
り
入
れ
た
防
災
体
制
の
確
立
は
重

要
。
女
性
の
視
点
を
反
映
で
き
る
よ

う
働
き
か
け
る
。

「
日
本
お
も
と
名
品
展
」　

支
援
は

　

平
成
19
年
12
月
１
日
〜
２
日
市
内

ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
る
「
第
62
回
日

本
お
も
と
名
品
展
」。
市
民
等
へ
の

周
知
を
含
め
て
の
支
援
策
を
伺
う
。

後
援
と
表
彰

鈴
木
環
境
経
済
部
長

　

国
・
県
等
と
と
も
に
後
援
に
参
加

し
、
市
長
賞
、
市
議
会
議
長
賞
を
設

け
て
支
援
し
た
い
。

　

水
郷
潮
来
を
全
国
Ｐ
Ｒ
す
る
絶
好

の
機
会
。
機
関
誌
へ
の
Ｐ
Ｒ
記
事
の

掲
載
を
要
請
し
、
潮
来
市
を
訪
れ
た

方
に
対
し
て
は
、
し
っ
か
り
と
情
報

発
信
を
し
た
い
。

民生委員による炊き出し

日本おもと名品展
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須田　富次 議員

企
業
誘
致
の
優
遇
策
に
つ

い
て

　

現
在
の
土
地
買
収
状
況
、
土
地
利

用
の
状
況
を
伺
う
。

　

企
業
誘
致
は
市
長
の
最
大
の
公
約

の
一
つ
で
あ
り
、
企
業
誘
致
を
実
現
し

ま
す
と
確
約
し
た
が
、
市
と
し
て
の
企

業
に
対
す
る
優
遇
策
を
伺
い
ま
す
。

３
年
間
の
固
定
資
産
税
を

交
付

窪
谷
企
画
財
政
課
長

　

土
地
の
買
収
状
況
等
に
つ
い
て

は
、
全
体
面
積
が
「
道
の
駅
」
を
含

め
約
24　
ha
で
す
。
買
収
面
積
は
、
土

地
改
良
区
の
水
路
、
道
路
を
含
め
て

17.7　
ha
。
貸
付
地
は
、「
道
の
駅
」
に
5.1

　
ha
の
土
地
を
貸
し
付
け
て
い
ま
す
。

　

土
地
利
用
の
状
況
は
、「
道
の
駅
」

関
連
施
設
で
利
用
し
、
そ
れ
以
外
は

市
民
交
流
広
場
、
駐
車
場
、
そ
し
て

調
整
池
と
し
て
利
用
し
て
い
ま
す
。

鈴
木
副
市
長

　

現
在
、
潮
来
市
企
業
誘
致
条
例

は
、
潮
来
市
イ
ン
タ
ー
周
辺
を
対
象

地
区
と
し
て
、
立
地
企
業
に
対
し
固

定
資
産
税
の
３
年
間
を
奨
励
金
と
し

て
交
付
し
て
い
ま
す
。
各
自
治
体
が

企
業
誘
致
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
の

で
、
優
遇
期
間
の
延
長
、
対
象
エ
リ

ア
の
拡
大
な
ど
、
他
地
域
と
の
競
争

に
負
け
ぬ
よ
う
優
遇
措
置
を
検
討
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
企
業
立
地
促
進
法
が
施
行

さ
れ
て
お
り
、
現
在
鹿
嶋
市
と
神
栖

市
で
こ
の
法
律
の
指
定
を
受
け
よ
う

と
取
り
組
ん
で
い
ま
す
の
で
、
潮
来

市
も
加
わ
り
、
鹿
嶋
、
神
栖
、
潮
来

が
企
業
立
地
促
進
法
の
地
域
に
指
定

で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。
そ
れ
以
外
に
つ
い
て
も
、
国
・

県
と
連
携
を
密
に
し
、
企
業
誘
致
に

有
効
な
施
策
が
あ
れ
ば
、導
入
を
図
っ

て
い
こ
う
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

災
害
時
の
復
旧
工
事
協
定

に
つ
い
て

　

市
と
建
設
業
組
合
は
、
こ
の
ほ
ど

災
害
応
急
復
旧
工
事
に
関
す
る
協
定

調
印
を
し
た
と
聞
い
て
い
る
が
、
内

容
を
伺
う
。

災
害
時
の
協
力
体
制
を
確
保

根
本
総
務
課
長

　

こ
れ
ま
で
も
建
設
業
組
合
に
は
積

極
的
に
災
害
時
協
力
を
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
を
確
実
な
も
の

に
す
る
た
め
の
協
定
書
で
、
市
長
と
建

設
業
組
合
長
で
締
結
し
て
い
ま
す
。

　

市
か
ら
要
請
が
あ
っ
た
場
合
は
、

代
表
者
等
を
待
機
さ
せ
、
速
や
か
に

出
動
が
で
き
る
体
制
を
と
っ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
組
織
的
に
ブ
ロ
ッ
ク
に

分
け
、
潮
来
、
辻
・
大
生
原
、
延
方
、

牛
堀
、
八
代
地
区
に
分
け
、
担
当
の

会
員
を
決
め
て
、
対
応
を
し
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

指
定
管
理
者
制
度
に
つ
い
て

　

市
が
制
度
を
導
入
し
て
２
年
目
を

迎
え
ま
す
が
現
状
を
伺
う
。

①
市
で
管
理
運
営
代
行
は
幾
つ
あ
る

か
。

②
制
度
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト

は
検
討
し
て
い
る
か
。

③
職
員
の
採
用
方
法
は
。

７
つ
の
施
設
で
導
入
し
て

い
る

佐
野
総
務
部
長

　

現
在
、
７
つ
の
施
設
で
指
定
管
理

制
度
を
導
入
し
て
お
り
ま
す
。
老
人

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
障
害
者

福
祉
セ
ン
タ
ー
、
道
の
駅
「
い
た

こ
」、
ヘ
ル
ス
ラ
ン
ド
さ
く
ら
、
水
郷

潮
来
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
、
ま
ち
か
ど

ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
市
民
プ
ー
ル
で
す
。

　

指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
し
て
１

年
を
経
過
し
た
と
こ
ろ
で
す
の
で
今

後
検
討
し
、
３
年
目
、
４
年
目
の
新

し
い
契
約
に
備
え
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

職
員
採
用
は
、
各
管
理
者
が
そ
れ

ぞ
れ
行
っ
て
い
ま
す
の
で
市
と
し
て

は
、
市
内
在
住
者
を
と
要
望
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

団
塊
の
力
で
地
域
再
生

　

団
塊
の
世
代
が
定
年
退
職
を
迎
え

る
年
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
年
金
や

医
療
な
ど
を
支
え
る
側
に
い
た
人
た

ち
が
支
払
わ
れ
る
側
に
回
り
、
財
政

は
破
綻
に
追
い
込
ま
れ
る
の
で
は
と

不
安
が
る
人
や
、
団
塊
の
世
代
の
力

が
子
育
て
支
援
や
高
齢
者
介
護
、
地

域
再
生
な
ど
に
生
か
さ
れ
る
と
期
待

を
寄
せ
る
人
た
ち
も
い
ま
す
。
こ
の

世
代
の
多
く
の
方
は
出
来
る
だ
け
長

く
働
き
た
い
と
い
う
意
欲
を
持
っ
て

い
ま
す
。
地
域
の
中
に
活
動
の
場
や

役
割
を
用
意
し
、
支
援
す
る
こ
と
が

必
要
だ
と
思
い
ま
す
が
市
の
所
信
を

伺
い
ま
す
。

地
域
再
生
の
原
動
力

窪
谷
企
画
財
政
課
長

　

こ
れ
ら
の
世
代
の
方
々
が
地
域
活

動
や
社
会
活
動
に
参
画
す
る
こ
と

は
、
地
域
再
生
と
い
う
意
味
で
大
き

な
原
動
力
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
市

に
お
い
て
は
、
広
報
い
た
こ
の
紙
面

で
市
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
活
動

事
例
を
紹
介
し
、
地
域
活
動
や
社
会

活
動
の
参
画
を
促
す
一
方
、
生
き
が

い
対
策
と
し
て
、
公
民
館
に
お
い
て

各
種
講
座
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
庁
内
に
相
談
窓
口
を
設
置
し

て
、
必
要
な
施
策
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

守
秘
義
務
範
囲
の
明
確
化

に
つ
い
て

　

守
秘
義
務
と
は
、
公
務
員
、
医
師
、

弁
護
士
な
ど
が
職
務
上
知
っ
た
秘
密

を
守
る
べ
き
法
律
上
の
義
務
で
あ
り

ま
す
。
市
役
所
で
い
え
ば
、
税
金
関

係
、
市
営
住
宅
の
家
賃
、
さ
ら
に
は

生
活
保
護
費
な
ど
が
あ
る
と
思
い
ま

す
が
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
規
則
を
守
ら

な
い
方
々
も
い
る
。
具
体
的
内
容
を

開
示
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
ま
す

が
、
資
格
が
必
要
な
の
か
ど
う
か
伺

い
ま
す
。
ま
た
、
生
活
保
護
を
受
け

て
い
る
方
、
母
子
家
庭
で
補
助
を
受

け
て
い
る
方
は
何
人
い
る
か
伺
う
。

法
の
規
定
に
よ
り
公
表
で

き
な
い

佐
野
総
務
部
長

　

市
税
等
に
関
し
て
は
、
滞
納
者

名
、
滞
納
税
額
等
の
件
に
つ
い
て

は
、
公
務
員
法
の
規
定
に
よ
り
公
表

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
他
の
使

用
料
等
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
り
ま

す
。
我
々
職
員
が
一
致
協
力
し
て
徴

収
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

石
田
社
会
福
祉
課
長

　

生
活
保
護
世
帯
数
は
159
世
帯
で
、

229
名
が
被
保
護
者
と
な
っ
て
い
ま

す
。
昨
年
比
は
、
世
帯
数
で
10
件
、

17
名
の
増
加
で
す
。

　

児
童
扶
養
手
当
、
母
子
手
当
の
支

給
に
つ
い
て
は
、
毎
月
あ
る
程
度
変

動
し
ま
す
の
で
、
月
平
均
で
い
い
ま

す
と
、
311
名
に
児
童
扶
養
手
当
を
支

給
し
ま
す
。

水郷潮来バスターミナル
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ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
導
入
を
！

　

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
は
救
急
医
療
に
必

要
な
機
器
を
装
備
し
、
医
療
品
を
搭

載
し
た
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
、「
空
飛
ぶ

救
命
室
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。
現

在
医
師
が
直
ち
に
搭
乗
可
能
な
救
命

救
急
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
中
核
病
院
に

全
国
10
道
県
11
箇
所
に
配
備
さ
れ
、

今
後
二
〇
一
二
年
を
目
途
に
47
都
道

府
県
50
箇
所
を
目
標
に
し
て
い
る
。

①
鹿
行
地
域
で
の
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の

利
用
状
況
を
伺
う

②
県
内
に
早
期
導
入
の
計
画
は
あ
る

か導
入
に
向
け
要
望
し
て
い
く

久
保
木
市
民
福
祉
部
長

①
平
成
18
年
度
の
出
動
回
数
は
茨
城

県
内
で
48
回
、
そ
の
内
鹿
行
地
域

は
17
回
で
、
鹿
嶋
市
３
件
、
神
栖

市
13
件
、
鉾
田
市
１
件
、
潮
来
市

は
０
件
で
し
た
。
種
別
は
交
通
事

故
、
一
般
負
傷
、
転
落
、
労
働
災
害

柚　木　　巖　議員

で
外
傷
に
よ
る
急
性
期
の
疾
患
が

主
。
48
件
の
内
、
死
亡
を
回
避
で

き
た
と
思
わ
れ
る
症
例
が
６
例
、

後
遺
症
が
軽
減
さ
れ
た
と
思
わ
れ

る
症
例
が
15
件
あ
り
ま
し
た
。

柗
田
市
長

田
市
長

②
早
期
導
入
に
つ
い
て
、
県
知
事
の
答

弁
に
よ
る
と
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー

と
な
る
基
地
病
院
の
位
置
に
つ
い

て
、
最
も
効
果
的
な
場
所
を
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
。
近
々
市
町
村

や
消
防
、
医
療
関
係
者
な
ど
か
ら

な
る
救
急
医
療
対
策
検
討
会
議
を

設
置
し
、
早
期
に
検
討
を
進
め
た

い
と
の
回
答
で
し
た
。
現
在
、県
南
・

鹿
行
地
域
は
千
葉
県
の
ド
ク
タ
ー

ヘ
リ
に
依
存
し
て
い
る
実
態
が
あ

り
、
医
療
の
行
き
届
い
て
い
な
い
地

域
を
カ
バ
ー
す
る
た
め
に
も
強
く

県
に
要
望
し
て
行
き
た
い
。

が
ん
対
策
の
推
進
を
！

　

が
ん
対
策
基
本
法
に
基
づ
き
、
国

は
が
ん
対
策
推
進
基
本
計
画
を
打
ち

出
し
、
が
ん
の
年
齢
調
整
死
亡
率
を

２
割
減
な
ど
、
具
体
的
な
目
標
が
明

記
さ
れ
た
。

①
本
市
の
が
ん
検
診
の
受
診
率
及
び

が
ん
の
疑
い
が
発
見
さ
れ
た
率
を

伺
う

②
異
常
が
認
め
ら
れ
、
次
の
精
密
検

査
を
必
要
と
す
る
人
へ
の
フ
ォ

ロ
ー
を
伺
う

③
基
本
計
画
に
対
し
、
本
市
の
重
点

対
策
を
伺
う

④
が
ん
の
放
射
線
治
療
や
緩
和
ケ
ア

普
及
へ
の
環
境
整
備
を
伺
う

受
診
率
ア
ッ
プ
と
早
期
発

見
、
早
期
治
療
を
啓
発

久
保
木
市
民
福
祉
部
長

①
受
診
率
、
要
精
密
検
査
の
割
合
は

　

希
望
者
の
み
の
た
め
受
診
率
は
低

く
な
っ
て
い
ま
す
。

②
要
精
密
検
査
の
方
へ
は
再
診
の
検
査

を
勧
め
る
通
知
を
出
し
電
話
等
で

受
診
状
況
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

③
受
診
率
ア
ッ
プ
を
図
り
、
早
期
発

見
、
早
期
治
療
を
啓
発
し
て
い
き

ま
す
。

④
茨
城
県
で
が
ん
の
手
術
、
抗
が
ん

剤
治
療
、
放
射
線
治
療
等
を
合
わ

せ
た
診
療
機
能
に
つ
い
て
は
、
県

内
で
は
県
立
中
央
病
院
、
日
立
製

作
所
日
立
総
合
病
院
、
土
浦
協
同

病
院
、
筑
波
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン

タ
ー
病
院
、
東
京
医
科
大
学
霞
ヶ

浦
病
院
、
友
愛
記
念
病
院
、
茨
城

西
南
医
療
セ
ン
タ
ー
病
院
の
７
医

療
機
関
が
あ
る
。
ま
た
、
緩
和
ケ

ア
病
棟
を
有
す
る
も
の
は
筑
波
メ

デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
病
院
、
水
戸

済
生
会
総
合
病
院
、
つ
く
ば
セ
ン

ト
ラ
ル
病
院
の
３
医
療
機
関
で

す
。
県
内
で
は
高
度
医
療
機
関
が

少
な
い
状
況
に
あ
る
の
で
充
実
を

図
る
よ
う
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

い
じ
め
、
不
登
校
対
策
は
！

①
い
じ
め
の
実
態
と
防
止
対
策
を
伺

う
②
不
登
校
の
実
態
と
防
止
対
策
を
伺

う教
育
関
係
者
が
全
力
で
対
応

根
本
教
育
長

①
本
年
度
の
い
じ
め
の
実
態
は
小
学

校
で
11
件
、
中
学
校
で
10
件
あ

住民健診の様子

ドクターヘリの活動の様子

り
、
内
容
は
小
学
校
で
は
力
の
弱

い
友
達
へ
の
命
令
、
か
ら
か
い
、

そ
し
て
相
手
の
行
動
や
体
に
つ
い

て
の
言
葉
に
よ
る
中
傷
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。
中
学
校
で
も
陰

口
や
仲
間
は
ず
れ
が
ほ
と
ん
ど
で

す
。
教
職
員
が
い
じ
め
ら
れ
た
児

童
・
生
徒
へ
の
心
の
支
え
に
意
を

尽
く
し
、
い
じ
め
に
関
わ
っ
た
児

童
生
徒
に
対
し
て
は
、
人
を
思
い

や
る
心
の
育
成
と
い
う
観
点
か
ら

指
導
。
保
護
者
と
面
談
を
行
い
適

切
な
連
携
を
図
っ
て
友
人
関
係
は

改
善
さ
れ
て
い
ま
す
。
最
近
は
携

帯
電
話
等
の
ネ
ッ
ト
生
活
に
お
け

る
「
い
じ
め
」
や
「
危
険
性
」
に

つ
い
て
の
全
校
的
な
指
導
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

②
不
登
校
の
定
義
は
年
間
30
日
以

上
、
経
済
的
事
情
あ
る
い
は
病
気

以
外
で
学
校
を
休
む
こ
と
を
言
い

ま
す
。
今
年
４
月
か
ら
７
月
末
現

在
で
小
学
校
で
３
人
、
中
学
校
で

は
37
人
が
10
日
以
上
休
ん
で
い
ま

す
。
内
容
は
身
体
不
安
に
よ
る
子

供
が
15
人
、
無
気
力
と
言
わ
れ
る

子
供
が
７
人
、
そ
の
他
18
人
で

す
。
現
在
不
登
校
対
策
委
員
会
の

も
と
で
学
校
支
援
チ
ー
ム
を
組
織

し
て
対
応
し
て
い
ま
す
。
ま
た
県

事
業
の
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
、
潮
来
市
適
応
指
導
教
室
、

心
の
教
室
相
談
員
を
始
め
社
会
福

祉
課
、
家
庭
相
談
員
等
の
関
係
機

関
の
も
と
本
人
、
家
庭
へ
の
働
き

か
け
や
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

◎
給
食
費
と
保
育
料
の
滞
納
に
つ
い

て

種　類 受 診 率 要精密検査割合

肺 が ん １６.２１％ ２８.４％

胃 が ん ９.５％ １６.０％

大 腸 が ん １０.９％ ７.７％

子 宮 が ん 　６.３１％ １.０％

乳 が ん ９.８％ ３.８％

前立腺がん ９.５％ ６.８％
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一 般 通 告 質 問一 般 通 告 質 問

企
業
誘
致
に
つ
い
て

　

市
民
の
大
き
な
期
待
を
受
け
経
済

産
業
省
か
ら
就
任
さ
れ
た
副
市
長
、

潮
来
の
イ
メ
ー
ジ
と
企
業
誘
致
に
つ

い
て
伺
う
。

経
験
を
活
か
し
企
業
誘
致

に
邁
進
し
た
い

鈴
木
副
市
長

　

生
ま
れ
育
ち
が
東
京
江
東
区
。
こ

の
水
郷
潮
来
と
似
た
所
が
あ
る
。
祭

り
に
も
参
加
し
共
感
の
持
て
る
町
で

あ
り
こ
れ
だ
け
大
き
な
祭
り
が
あ
る

と
い
う
事
は
大
き
な
パ
ワ
ー
を
秘
め

て
い
る
と
認
識
し
た
。

　

潮
来
イ
ン
タ
ー
周
辺
地
域
や
道
の

駅
の
周
辺
地
区
を
中
心
に
企
業
誘
致

を
推
進
し
て
参
り
た
い
が
、
地
権
者

と
の
関
係
の
整
備
や
関
係
法
令
に
よ

る
土
地
利
用
規
制
、
排
水
の
課
題
等

を
克
服
す
べ
く
、
県
庁
を
始
め
と
す

る
関
係
機
関
と
の
話
し
合
い
を
開
始

し
た
。
新
し
い
産
業
・
企
業
を
誘
致

す
る
だ
け
で
な
く
地
場
産
業
を
底
上

げ
し
連
携
が
図
れ
、
関
連
す
る
も
の

づ
く
り
の
産
業
を
中
心
に
考
え
、
市

小沼　英明 議員

長
公
約
で
あ
る
「
女
性
が
安
心
し
て

働
け
る
企
業
」
が
誘
致
出
来
れ
ば
と

考
え
る
。
ま
た
民
間
企
業
相
手
の
企

業
誘
致
に
は
ス
ピ
ー
ド
感
と
い
う
も

の
が
重
要
で
あ
り
、
従
来
の
開
発
公

社
で
行
っ
て
き
た
業
務
を
８
月
１
日

付
け
で
企
業
誘
致
推
進
グ
ル
ー
プ
を

設
置
し
、
そ
の
グ
ル
ー
プ
の
長
と
し

て
私
が
就
任
し
企
業
誘
致
に
関
す
る

業
務
は
集
約
し
た
。
そ
れ
と
共
に
地

域
の
活
性
化
、
商
業
、
工
業
、
観
光

と
い
う
一
体
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
、
定
住
安
定
を
図
り
、
経
済
産

業
省
で
の
経
験
と
培
っ
た
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
最
大
限
に
活
か
し
、
地
元

の
一
員
と
し
て
企
業
誘
致
に
邁
進
し

た
い
。

あ
や
め
娘
が
な
ぜ
３
人
で

あ
っ
た
の
か

　

例
年
十
数
人
い
る
あ
や
め
娘
が
本

年
は
何
故
３
人
し
か
採
用
し
な
か
っ

た
の
か
伺
う
。

採
用
条
件
が
要
因
で
あ
っ

た
と
考
え
る

鈴
木
環
境
経
済
部
長

　

募
集
人
員
は
12
名
以
内
、
募
集
用

件
は
満
20
歳
以
上
30
歳
以
下
、
潮
来

在
住
で
明
る
く
健
康
な
女
性
と
い
う

事
で
募
集
し
た
が
定
員
に
満
た
ず
４

人
を
採
用
し
１
人
辞
退
し
３
人
の
採

用
と
な
っ
た
。
採
用
条
件
、
市
民
限

定
と
い
う
設
定
等
が
３
名
に
留
ま
っ

た
要
因
と
考
え
る
。

嫁
入
り
舟
に
つ
い
て

　

嫁
入
り
舟
の
応
募
要
項
、
審
査
基

準
、審
査
結
果
の
通
知
に
つ
い
て
伺
う
。

市
内
で
の
挙
式
が
優
先

鈴
木
環
境
経
済
部
長

　

平
成
19
年
４
月
１
日
付
け
で
満
18

歳
以
上
各
種
取
材
に
対
応
で
き
、
市

内
で
実
際
に
挙
式
を
さ
れ
る
方
が
優

先
、
本
人
仲
人
役
で
３
名
１
組
、
原

稿
用
紙
に
嫁
入
り
舟
の
思
い
を
二
百

字
以
内
で
提
出
し
３
月
の
上
旬
か
ら

４
月
23
日
が
募
集
期
間
。
審
査
は
希

望
日
、
話
題
性
、
応
募
者
の
容
姿
等

で
選
考
し
、
５
月
１
日
に
郵
送
に
て

結
果
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

再
質
問

　

市
内
に
住
む
人
で
当
日
挙
式
す
る

人
を
優
先
し
、
招
待
状
の
発
送
の
関

係
も
考
え
て
結
果
の
通
知
も
早
く
す

べ
き
で
は
？

鈴
木
経
済
環
境
部
長

　

審
査
結
果
の
通
知
は
早
急
に
と
い

う
点
は
実
施
し
、
12
月
ま
で
に
商
工

会
青
年
部
を
含
ん
だ
上
で
協
議
し
合

意
形
成
し
て
い
き
ま
す
。

前
川
運
動
公
園
に
つ
い
て

　

前
川
運
動
公
園
整
備
事
業
費
の
委

託
料
２
千
万
、
工
事
請
負
費
１
千
100

万
円
が
今
年
度
予
算
化
さ
れ
て
い
る

が
そ
の
進
捗
状
況
と
完
成
後
使
用
す

る
で
あ
ろ
う
ス
ポ
少
・
旅
館
組
合
・

ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
・
学
校
等
々
と
の
グ

ラ
ウ
ン
ド
構
想
、
希
望
を
議
論
す
る

会
議
は
持
た
れ
て
い
る
の
か
。

協
議
の
上
整
備
し
て
い
き

た
い

吉
川
建
設
部
長

　

運
動
公
園
整
備
に
つ
い
て
は
国
補

事
業
で
19
年
か
ら
23
年
度
の
５
ヶ
年

で
合
併
特
例
債
を
使
い
国
補
50
％
の

事
業
で
計
画
を
立
て
て
い
る
。
平
成

18
年
度
基
本
設
計
が
493
万
５
千
円
、

今
年
度
は
測
量
業
務
・
実
施
設
計
業

務
の
委
託
契
約
を
し
て
い
る
。
20
年

１
月
ま
で
に
運
動
公
園
全
体
の
実
施

設
計
の
完
了
を
予
定
し
て
お
り
５
年

間
で
４
億
円
の
事
業
費
を
予
定
し
て

い
る
。
計
画
に
つ
い
て
は
総
括
す
る

生
涯
学
習
課
と
の
協
議
は
持
っ
て
い

た
が
、
こ
れ
か
ら
は
各
種
団
体
の
意

見
も
反
映
で
き
る
よ
う
協
議
し
整
備

し
て
参
り
た
い
。

再
質
問

　

企
画
課
・
生
涯
学
習
課
・
建
設
課

と
各
種
団
体
が
協
議
し
整
備
願
い
た

い
。
建
設
に
当
た
り
各
種
団
体
の
協

力
を
得
て
更
に
予
算
が
２
億
５
千
万

か
ら
４
億
に
増
額
さ
れ
た
事
で
照
明

灯
の
設
置
ま
で
考
え
ら
れ
ぬ
か
。

柗
田
市
長

　

時
代
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
グ
ラ
ウ

ン
ド
は
ナ
イ
タ
ー
設
備
が
必
要
で
あ

ろ
う
と
考
え
ま
す
。
限
ら
れ
た
予
算

の
中
で
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
整
備
す
る
に

は
市
民
協
働
の
モ
デ
ル
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
と
い
う
位
置
付
け
を
し
て
臨
み
、

諸
団
体
の
ご
協
力
も
願
い
な
が
ら
、

市
民
が
思
い
を
馳
せ
る
よ
う
な
グ
ラ

ウ
ン
ド
を
構
築
し
て
い
き
た
い
。
都

市
建
設
課
・
生
涯
学
習
課
、
両
課
に

わ
た
る
計
画
で
あ
る
が
市
民
か
ら
見

れ
ば
同
じ
潮
来
市
役
所
。
全
て
の
面

で
モ
デ
ル
と
し
て
こ
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

の
早
期
の
改
修
に
臨
み
た
い
。

再
々
質
問
（
要
望
）

　

企
業
誘
致
・
観
光
・
前
川
グ
ラ
ウ

ン
ド
に
つ
い
て
質
問
し
て
参
っ
た

が
、
一
つ
提
案
を
し
た
い
。
道
の
駅

の
後
背
地
へ
の
企
業
誘
致
が
難
航
し

た
場
合
、
前
川
運
動
公
園
と
隣
接
す

る
部
分
だ
け
で
も
旅
館
組
合
等
に
安

く
土
地
を
貸
し
出
し
、
整
備
は
彼
ら

に
任
せ
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
作
っ
て
貰

う
。
現
在
市
が
借
地
し
て
い
る
金
額

の
半
額
位
で
貸
し
出
し
、野
球
、サ
ッ

カ
ー
の
出
来
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
一
つ

の
旅
館
で
無
く
共
同
で
管
理
運
営
頂

け
れ
ば
、
前
川
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
共
に

市
民
と
合
宿
の
使
用
に
困
る
事
も
無

く
利
用
で
き
、
ち
ょ
っ
と
し
た
規
模

の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
誘
致
で
き
る
は

ず
。
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
の
メ
ッ
カ
と

な
り
、
合
宿
地
の
誘
致
と
し
て
も
売

り
に
な
る
は
ず
。
従
来
の
首
長
と

違
っ
た
方
向
で
市
長
判
断
の
元
、
決

断
さ
れ
て
も
良
い
の
で
は
な
い
か
。

　

地
域
住
民
の
運
動
施
設
と
し
て
、

観
光
の
一
環
と
し
て
企
業
誘
致
の
一

部
代
替
策
と
し
て
提
案
を
さ
せ
て
頂

き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

◎
全
国
あ
や
め
サ
ミ
ッ
ト
来
年
の
当

市
開
催
の
詳
細
に
つ
い
て

◎
公
共
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
体
育
館
の
予

約
に
つ
い
て

前川運動公園
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一 般 通 告 質 問一 般 通 告 質 問

下
水
道
事
業
に
つ
い
て

　

潮
来
市
が
下
水
道
事
業
を
導
入
し

て
か
ら
約
30
年
以
上
に
な
り
ま
す
。

元
浪
逆
の
堤
防
の
決
壊
に
よ
り
200
町

歩
の
田
ん
ぼ
が
湖
と
化
し
た
こ
と
を

思
い
出
す
の
は
、
そ
の
時
代
に
生
き

て
き
た
私
ど
も
だ
け
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
現
在
、
浪
逆
が
日
の
出

に
変
わ
り
、
７
，
０
０
０
人
の
人
口

に
な
っ
た
の
は
、
だ
れ
も
想
像
の
つ

か
な
か
っ
た
こ
と
で
し
た
。
農
民
の

葛
藤
の
末
の
決
断
で
し
た
。
そ
し

て
、
そ
の
機
会
を
利
用
し
て
、
全
国

の
町
村
の
中
で
潮
来
が
最
初
に
公
共

下
水
道
を
興
し
た
の
も
偶
然
で
は
な

か
っ
た
。
水
郷
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
の

中
で
、
多
く
の
指
導
者
が
潮
来
を
世

界
に
ア
ピ
ー
ル
し
よ
う
と
し
、
世
界

的
遺
産
と
し
て
、
将
来
、
後
世
に
残

す
こ
と
も
、
ま
た
夢
の
一
つ
で
あ

る
。
日
本
人
は
潮
来
の
名
を
知
ら
な

い
人
は
い
な
い
ほ
ど
有
名
に
な
り
ま

橋本　きくい 議員

し
た
。
誇
る
べ
き
こ
と
で
あ
る
と
思

い
ま
す
が
、

　

最
近
、
霞
ケ
浦
、
北
浦
の
水
が
汚

れ
、
私
ど
も
は
知
恵
を
絞
っ
て
１
，

４
０
０
人
の
署
名
を
い
た
だ
き
、
霞

ケ
浦
導
水
を
北
浦
に
入
れ
て
も
ら
う

よ
う
に
県
、
国
に
陳
情
し
て
い
ま
し

た
。
将
来
の
潮
来
を
考
え
な
が
ら
、

私
ど
も
の
行
動
が
理
解
さ
れ
て
実
現

す
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
の
で
あ
り

ま
す
。

　

３
月
１
日
、
北
浦
の
水
を
き
れ
い

に
す
る
市
民
の
会
の
総
会
が
あ
り
、

水
原
地
区
、
延
方
地
区
（
徳
島
、
福

島
、
米
島
）、
十
番
地
区
な
ど
の
下

水
道
に
つ
い
て
、
話
し
合
い
を
し
ま

し
た
が
、
市
が
一
度
も
各
地
区
に

行
っ
て
指
導
、
説
明
会
を
行
っ
て
い

な
い
と
の
こ
と
で
し
た
。
今
度
の
第

６
次
総
合
計
画
に
つ
い
て
、
公
共
下

水
道
の
見
直
し
を
し
て
い
た
だ
き
た

く
、
要
望
を
い
た
し
ま
す
。

区
域
を
拡
大
す
る
予
定
は

な
い

天
川
下
水
道
課
長

　

農
業
集
落
排
水
に
つ
き
ま
し
て
、

徳
島
、
十
番
等
、
平
成
８
年
以
前
に

下
水
道
課
の
方
で
説
明
に
上
が
り
そ

の
中
で
、
地
元
よ
り
実
施
要
望
の
声

が
あ
が
ら
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と

で
、
平
成
８
年
度
に
徳
島
の
説
明
会

で
農
業
集
落
排
水
事
業
を
行
わ
な
い

旨
の
説
明
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

第
６
次
総
合
計
画
で
の
見
直
し
で

す
が
、
公
共
下
水
道
区
域
は
、
全
体

計
画
区
域
919　
ha
ご
ざ
い
ま
す
。
そ

の
う
ち
事
業
認
可
区
域
が
、
827　
ha

あ
り
ま
す
。
議
員
ご
指
摘
の
地
区

は
、
全
体
計
画
区
域
の
中
に
は
現
在

は
入
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
事

業
認
可
を
と
っ
て
な
い
面
積
は
、
92

　
ha
あ
り
ま
す
。
今
の
整
備
状
況
い

き
ま
す
と
、
約
15
年
は
か
か
り
ま
す

の
で
、
現
段
階
に
お
き
ま
し
て
は
、

区
域
の
拡
大
に
つ
い
て
は
予
定
は
し

て
お
り
ま
せ
ん
。

再
質
問
（
要
望
）

　

下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
政
治
力

が
必
要
で
す
。

　

県
が
指
導
し
て
い
る
浄
化
槽
に
つ

い
て
説
明
が
不
十
分
だ
と
思
い
ま

す
。
高
度
処
理
型
浄
化
槽
や
市
町
村

設
置
型
な
ど
を
ぜ
ひ
普
及
し
て
く
だ

さ
い
。

日
の
出
中
学
校
体
育
館
に

つ
い
て

　

日
の
出
中
学
校
の
体
育
館
に
つ
い

て
は
要
望
陳
情
を
し
て
か
ら
大
分
経

ち
ま
す
。
日
の
出
に
小
学
校
、
中
学

校
を
た
て
て
か
ら
人
口
が
増
え
ま
し

た
。
今
で
は
生
徒
数
が
一
番
多
い
学

校
で
す
の
で
、
中
学
校
に
体
育
館
を

建
て
る
と
い
う
こ
と
が
現
在
の
問
題

と
し
て
一
番
大
事
な
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。
子
供
た
ち
が
公
民
館
の
体
育

館
を
使
っ
て
、
授
業
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
は
、
ま
こ
と
に
か
わ
い
そ
う

で
な
り
ま
せ
ん
。
子
供
の
教
育
に
つ

い
て
熱
心
に
取
り
組
ん
で
図
書
館
も

建
て
た
り
し
て
い
る
わ
け
で
す
か

ら
、
是
非
体
育
館
の
建
設
に
つ
い
て

も
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

児
童
の
安
全
を
考
え
延
方

小
を
優
先

柗
田
市
長

　

教
育
環
境
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て

は
、
こ
れ
ま
で
諸
先
輩
の
皆
さ
ん
方

に
ご
提
示
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
き

た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
次
代

を
担
う
子
供
た
ち
の
健
全
な
育
成
の

た
め
に
、
優
先
的
に
進
め
る
べ
き
と

考
え
て
お
り
、
中
で
も
劣
悪
な
施
設

環
境
は
、
安
全
・
安
心
の
観
点
か
ら

も
、
早
急
に
改
善
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
い
ま
し
て
、
就
任
以
来
、

そ
の
機
会
を
と
ら
え
、
施
設
状
況
等

を
調
査
し
て
き
ま
し
た
。

　

日
の
出
中
学
校
の
体
育
館
の
建
設

を
ま
ず
第
一
に
と
い
う
こ
と
で
考
え

て
お
り
ま
し
た
が
、
諸
教
育
施
設
を

見
た
と
こ
ろ
、
延
方
小
学
校
の
特
別

教
室
が
余
り
に
も
劣
悪
な
環
境
だ
と

い
う
ふ
う
に
思
い
ま
し
た
。

　

親
を
経
験
し
た
者
は
、
地
震
な
ど

の
災
害
等
が
起
こ
っ
た
場
合
、
そ
の

時
間
帯
に
子
供
が
学
校
に
行
っ
て
い

る
時
間
な
ら
、
学
校
に
い
る
か
ら
安

心
だ
と
い
う
の
が
第
一
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。
安
心
と
い
う
こ
と
を
第
一

に
考
え
て
い
く
の
が
学
校
の
施
設
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
の
こ
と

か
ら
、
延
方
小
学
校
の
特
別
教
室
を

先
に
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、
今
後
特

別
な
重
大
な
こ
と
が
起
こ
り
得
な
い

限
り
、
こ
の
後
に
日
の
出
中
学
校
の

方
を
着
手
さ
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

考
え
て
い
ま
す
の
で
、
ど
う
か
ご
理

解
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

日の出中学校
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前
川
排
水
機
場
に
つ
い
て

①
10
月
よ
り
本
体
工
事
実
施
に

な
っ
て
い
ま
す
が
進
捗
状
況
を
伺

い
ま
す

②
個
別
の
説
明
は
ど
の
よ
う
に
進
ん

で
い
る
か
伺
い
ま
す

工
事
発
注
を
延
期

窪
谷
企
画
財
政
課
長

①
９
月
11
日
、
河
川
事
務
所
か
ら
連

絡
が
あ
り
、
予
定
し
て
い
た
10
月

の
工
事
発
注
を
延
期
す
る
と
い
う

連
絡
が
あ
り
ま
し
た
。
延
期
の
理

由
に
つ
い
て
は
、
８
月
３
日
か
ら

一
般
競
争
入
札
の
公
告
を
行
っ
て

い
た
が
９
月
10
日
の
応
募
締
め
切

り
日
に
お
い
て
事
業
者
の
応
募
が

無
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

し
た
が
っ
て
再
度
公
告
と
い
う
形

に
な
る
訳
で
す
が
、
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
は
改
め
て
施

工
条
件
、
工
期
な
ど
の
見
直
し
を

し
た
う
え
で
検
討
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
と
思
い
ま
す
。
な
お
、
排
水

機
場
の
景
観
に
関
し
て
は
、
設
置

場
所
が
水
郷
潮
来
を
象
徴
す
る
、

い
わ
ば
潮
来
の
顔
の
部
分
で
す
の

で
、
本
体
の
景
観
に
つ
い
て
、
市

長
と
も
ど
も
河
川
事
務
所
に
要
望

を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

柗
田
市
長

　

平
成
21
年
５
月
完
成
予
定
と
な
っ

て
お
り
、
国
交
省
に
は
予
定
の
５
月

と
い
う
の
を
厳
守
し
て
い
た
だ
く
よ
う

な
工
事
の
発
注
を
再
度
お
願
い
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

窪
谷
企
画
財
政
課
長

②
工
事
に
近
接
し
て
、
営
業
さ
れ

る
、
あ
る
い
は
周
辺
で
生
活
さ
れ

る
皆
様
に
は
河
川
事
務
所
、
土
木

事
務
所
と
連
携
し
つ
つ
、
こ
れ
ま

で
説
明
会
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
し

た
。
事
業
内
容
に
つ
い
て
は
お
お

む
ね
ご
理
解
を
い
た
だ
け
た
も
の

と
考
え
て
い
ま
す
。

防
災
訓
練
に
つ
い
て

①
９
月
９
日
の
訓
練
時
の
市
全
体
の

情
報
収
集
の
内
容
に
つ
い
て
伺
い

ま
す

平
成
20
年
度
実
施
に
向
け

検
討

根
本
総
務
課
長

 

今
回
は
消
防
団
に
各
地
区
集
会
所

に
赴
い
て
い
た
だ
き
情
報
収
集
を

図
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

再
質
問

　

潮
来
市
全
体
の
情
報
収
集
を
自
主

防
災
組
織
を
含
め
た
形
で
実
施
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
で
き
な
い

理
由
を
伺
い
ま
す
。

根
本
総
務
課
長

 

防
災
訓
練
は
小
学
校
区
単
位
で
実

施
し
て
お
り
、
あ
と
二
つ
の
地
区
が

残
っ
て
い
ま
す
。
一
巡
し
た
中
で
全

体
的
な
訓
練
を
考
え
て
い
ま
す
。

再
々
質
問

　

一
巡
し
て
か
ら
で
は
遅
い
の
で
、

来
年
度
、
全
体
の
情
報
収
集
訓
練
は

出
来
な
い
か
伺
い
ま
す
。

根
本
総
務
課
長

　

計
画
の
中
へ
入
れ
て
検
討
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

災
害
時
要
援
護
者
調
査
に

つ
い
て

①
調
査
を
終
了
し
た
そ
の
結
果
を
伺

い
ま
す

②
今
後
の
活
用
は

③
防
災
計
画
と
民
生
委
員
委
児
童
委

員
の
役
割
の
明
確
化
に
つ
い
て
伺
う

④
調
査
結
果
を
基
に
し
て
の
防
災

マ
ッ
プ
づ
く
り
は

条
例
等
の
改
正
が
必
要

石
田
社
会
福
祉
課
長

①
１
０
２
２
名
の
方
に
登
録
い
た
だ

き
ま
し
た
。
う
ち
高
齢
者
が
787

名
、障
害
者
、妊
婦
の
方
が
68
名
、

乳
幼
児
が
34
名
、
病
気
等
に
よ
り

援
護
が
必
要
だ
と
い
う
方
が
133
名

で
す
。

②
個
人
情
報
保
護
と
い
う
観
点
か
ら

市
の
条
例
等
の
改
正
等
が
必
要
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
個
人
情

報
の
保
護
に
関
す
る
条
例
の
中

に
、
利
用
及
び
提
供
の
制
限
と
い

う
中
で
、
統
計
の
作
成
ま
た
は
学

術
研
究
の
目
的
の
た
め
の
個
人
情

報
を
利
用
と
限
定
さ
れ
て
い
る
部

分
が
あ
り
、
こ
こ
に
要
援
護
者
と

書
き
込
む
こ
と
に
よ
り
制
限
が
解

除
さ
れ
る
も
の
と
思
い
ま
す
。
第
三

者
機
関
提
供
は
、
協
定
、
承
諾
書

が
必
要
で
す
の
で
。
手
続
き
を
早

急
に
進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

③
災
害
時
の
援
護
者
の
避
難
誘
導

大平　幸一 議員

等
、
安
否
確
認
等
を
防
災
計
画
の

見
直
し
の
中
に
盛
り
込
ん
で
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

④
防
災
マ
ッ
プ
づ
く
り
に
つ
い
て

は
、
民
生
委
員
児
童
委
員
、
自
主

防
災
組
織
、
消
防
団
、
行
政
と
携

が
必
要
で
あ
り
、
自
主
防
災
組
織

の
育
成
と
あ
わ
せ
て
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ご
み
処
理
場
に
つ
い
て

①
施
設
が
使
用
不
可
能
に
な
っ
た
場

合
を
考
え
、
基
金
が
必
要
と
思
う

が
市
の
考
え
は
。

②
使
用
不
可
に
な
っ
た
場
合
の
対
応

策
は
で
き
て
い
る
か
伺
う
。

基
金
を
考
え
て
い
く

豊
野
環
境
課
長

①
今
後
十
分
に
検
討
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

柗
田
市
長

　

過
日
の
故
障
の
件
は
多
く
の
問
題

点
を
学
習
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
事
故
が
起
き
た
時
の
費
用
、
あ

る
程
度
基
金
に
つ
い
て
も
考
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

豊
野
環
境
課
長

②
平
成
11
年
３
月
に
、
１
市
２
町
３

組
合
で
ご
み
処
理
に
関
す
る
緊
急

時
相
互
支
援
に
係
る
協
定
書
を
結

ん
で
い
ま
す
が
、
合
併
で
名
称
が

変
更
に
な
っ
て
お
り
、
今
後
鹿
行

総
合
事
務
所
と
十
分
協
議
を
し
て

い
き
ま
す
。

応急手当訓練

バケツリレーで消火訓練
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篠塚　貴美子議員

児
童
虐
待
に
つ
い
て

　

県
内
の
児
童
相
談
所
に
寄
せ
ら
れ

た
児
童
虐
待
に
関
す
る
相
談
件
数
が

２
０
０
６
年
度
は
600
件
を
超
え
過
去

最
高
で
し
た
。
相
談
窓
口
は
県
の
児

童
相
談
所
だ
け
で
な
く
市
町
村
ご
と

に
設
置
さ
れ
る
連
絡
会
議
、
要
保
護

児
童
対
策
地
域
協
議
会
が
立
ち
上
が

る
予
定
。
相
談
に
つ
い
て
、
市
の
現

状
を
伺
い
ま
す
。

平
成
17
年
に
協
議
会
を
設
置

石
田
社
会
福
祉
課
長

　

市
の
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議

会
は
、
平
成
17
年
12
月
に
設
置
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
児
童
福
祉
法
、
児
童

虐
待
防
止
法
が
平
成
17
年
４
月
に
改

正
さ
れ
、
市
と
し
て
も
同
年
12
月
に
設

置
し
ま
し
た
。
代
表
者
会
議
が
年
１

回
、
実
務
者
会
議
、
各
行
政
機
関
の

実
務
者
が
集
ま
っ
て
市
全
体
の
状
況
を

意
見
交
換
し
ま
す
。
18
年
度
は
２
回

行
わ
れ
さ
ら
に
は
個
別
の
ケ
ー
ス
、
対

象
と
す
る
児
童
に
対
し
て
行
う
会
議

は
、
18
年
度
に
６
回
実
施
し
て
い
ま

す
。
そ
の
中
で
去
年
３
件
の
児
童
を
児

童
相
談
所
に
送
致
し
、
現
在
施
設
に

入
所
を
し
て
い
る
事
例
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
児
童
虐
待
問
題
の
啓
発
と
し

て
、
昨
年
は
保
育
園
や
学
校
を
対
象

と
し
た
児
童
虐
待
の
早
期
発
見
を
目

的
に
講
演
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
年

間
の
相
談
件
数
は
97
件
、
う
ち
要
保

護
状
態
に
あ
る
児
童
が
６
件
、
そ
の
う

ち
３
件
が
児
童
相
談
所
を
経
由
し
て
の

送
致
を
し
た
児
童
で
す
。
年
間
の
電
話

相
談
が
80
回
、
さ
ら
に
は
家
庭
児
童

相
談
室
が
各
家
庭
を
訪
問
し
ま
す
。

再
質
問

　

県
子
ど
も
家
庭
課
に
よ
る
と
、
母

親
が
最
も
多
く
虐
待
し
、
虐
待
を
受

け
た
年
代
は
２
歳
か
ら
３
歳
、
就
学

前
の
一
番
記
憶
に
残
る
時
期
で
、
小

学
生
、
中
学
生
、
高
校
生
も
あ
り
ま

す
。
年
寄
り
と
住
ん
で
い
る
子
供
は

子
育
て
の
経
験
が
発
揮
さ
れ
て
い
る

の
で
虐
待
は
少
な
い
。
大
変
子
供
に

影
響
の
あ
る
問
題
で
す
の
で
し
っ
か

り
と
見
て
い
た
だ
き
た
い
。

石
田
社
会
福
祉
課
長

　

家
庭
児
童
相
談
室
の
相
談
員
が
１

名
で
、
今
後
増
員
し
て
対
応
し
て
い

き
ま
す
。

　

ま
た
、
早
く
発
見
で
き
る
よ
う
な

体
制
づ
く
り
、
子
供
の
将
来
の
た
め

に
し
っ
か
り
と
各
関
連
機
関
と
連
携

し
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

保
育
料
の
滞
納
に
つ
い
て

　

認
可
保
育
園
で
保
育
料
の
滞
納
が

あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
少

子
・
高
齢
化
に
入
り
、
子
育
て
を
し

な
が
ら
働
く
親
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

県
内
市
町
村
平
均
で
滞
納
の
割
合
が

4.0
％
と
全
国
平
均
を
上
回
っ
た
。
保

育
料
は
所
得
に
応
じ
て
決
定
さ
れ
ま

す
。
保
育
園
の
担
当
者
は
家
庭
の
内

容
を
理
解
し
な
が
ら
支
払
い
を
お
願

い
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
内
容
に
つ

い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

面
接
し
て
納
入
を
促
す

石
田
社
会
福
祉
課
長

　

滞
納
状
況
は
、
過
去
５
年
間
で
、

合
計
648
万
８
千
円
で
す
。
滞
納
督
促
、

催
促
、
あ
る
い
は
役
所
に
来
て
い
た
だ

き
、
ま
た
児
童
手
当
の
現
況
届
な
ど
の

と
き
に
面
接
を
し
て
納
入
を
促
す
こ

と
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

再
質
問

　

滞
納
額
が
ゼ
ロ
と
い
う
市
も
あ
り

ま
す
。
毎
日
顔
を
合
わ
せ
る
保
育
所

の
職
員
に
未
納
通
知
な
ど
を
渡
し
て

も
ら
い
、
年
度
末
に
は
担
当
課
員
も

含
め
総
動
員
し
て
実
施
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
す
。
徴
収
に
つ
い
て
は

一
層
の
努
力
を
お
願
い
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
　石
田
社
会
福
祉
課
長

　

そ
の
よ
う
な
事
例
を
参
考
に
し
な

が
ら
、
不
納
欠
損
が
出
な
い
よ
う
に
努

力
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

年
金
の
手
続
大
丈
夫
で
す
か

　

年
金
受
給
者
の
見
直
し
で
新
た
な

加
入
期
間
が
わ
か
り
、
手
続
を
す
る

よ
う
な
こ
と
も
出
て
い
ま
す
。
６
月

の
議
会
で
の
質
問
か
ら
現
在
ま
で
の

対
応
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

１
０
０
０
件
以
上
の
相
談

久
保
木
市
民
福
祉
部
長

　

６
月
か
ら
現
在
ま
で
約
１
２
０
０

件
ほ
ど
の
相
談
が
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
社
会
保
険
事
務
所
の
職
員
が
直
接

市
に
出
向
い
て
の
相
談
業
務
が
行
わ

れ
約
90
件
の
相
談
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
引
き
続
き
年
金
の
相
談

に
来
ら
れ
た
方
に
は
丁
寧
に
対
応
し

て
い
き
ま
す
。

厚
生
年
金
脱
退
手
当
金
に

つ
い
て

　

昭
和
40
年
代
の
こ
ろ
、
勤
続
年
数

が
短
い
女
性
な
ど
が
退
職
時
に
厚
生

年
金
脱
退
手
当
金
と
し
て
申
請
し
て

い
ま
し
た
。
も
ら
っ
た
記
憶
が
な
い

の
に
処
理
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
内
容

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

昭
和
60
年
に
制
度
廃
止

久
保
木
市
民
福
祉
部
長

　

こ
の
制
度
は
昭
和
60
年
の
法
改
正

に
よ
り
厚
生
年
金
で
廃
止
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

本
人
の
記
憶
が
な
い
と
い
う
問
題

に
つ
い
て
は
、
現
在
社
会
保
険
庁
で

年
金
記
録
確
認
地
方
第
三
者
委
員
会

と
い
う
組
織
が
あ
り
、
そ
ち
ら
で
異

議
申
し
立
て
を
す
る
こ
と
が
可
能
で

す
。
社
会
保
険
庁
へ
直
接
本
人
が
問

い
合
わ
せ
を
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

前
川
あ
や
め
公
園
ト
イ
レ

施
設
に
つ
い
て

　

観
光
客
が
足
を
運
ぶ
施
設
は
ま
ず

ト
イ
レ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
場

所
が
わ
か
り
づ
ら
い
、
怖
い
、
汚
れ

て
い
る
、
暗
い
と
い
う
状
況
で
は
よ

い
印
象
は
与
え
な
い
。
現
状
は
ど
う

だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
観
光
地
に

お
い
て
ト
イ
レ
が
お
粗
末
な
時
代
は

終
わ
り
ま
し
た
。
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
お
伺
い
し
ま
す
。

調
査
し
て
対
応
し
て
い
く

鈴
木
環
境
経
済
部
長

　

あ
や
め
公
園
の
ト
イ
レ
清
掃
は
、

祭
り
期
間
中
、
専
門
業
者
を
月
38
回

入
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
に
清
掃

員
を
常
駐
さ
せ
て
い
ま
す
。
場
所
が

わ
か
り
づ
ら
い
、
暗
い
と
い
う
こ
と

に
つ
い
て
は
調
査
し
た
上
で
案
内
板

設
置
等
、
水
郷
い
た
こ
の
イ
メ
ー
ジ

ダ
ウ
ン
に
な
ら
な
い
よ
う
に
対
応
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

あやめ園内のトイレ
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藤崎　忠徳 議員

潮
来
市
の
観
光
に
つ
い
て

　

今
年
の
あ
や
め
祭
り
は
、
例
年
以
上
に

観
光
客
が
訪
れ
活
気
が
あ
り
、
大
変
素

晴
ら
し
か
っ
た
が
、
通
年
性
が
無
い
の
で

他
に
も
観
光
資
源
を
発
掘
し
、
四
季
型

観
光
に
移
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

①
市
長
所
信
で
、
水
郷
県
民
の
森
を

野
外
イ
ベ
ン
ト
会
場
と
し
て
多
目

的
に
活
用
す
る
と
し
て
い
る
が
進

捗
状
況
は
。

②
四
季
型
観
光
の
強
力
な
推
進
を
す

る
と
し
て
い
る
が
具
体
策
は
。

四
季
型
観
光
に
脱
却
で
き

る
よ
う
努
め
る

鈴
木
環
境
経
済
部
長

①
現
在
野
外
イ
ベ
ン
ト
会
場
と
し
て

多
目
的
に
活
用
で
き
る
よ
う
県
と

協
議
を
進
め
て
い
る
。
も
う
少
し

時
間
を
頂
い
て
、
具
体
的
に
公
表

し
て
い
き
た
い
。

②
寒
咲
あ
や
め
か
ら
始
ま
り
、
数
種

類
の
あ
や
め
を
咲
か
せ
、
３
月
か

ら
６
月
ま
で
あ
や
め
祭
り
が
出
来

な
い
か
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
他
た

く
さ
ん
の
歴
史
文
化
を
含
め
観
光

資
源
が
あ
り
、
ワ
ン
シ
ー
ズ
ン
型

か
ら
四
季
型
に
脱
却
で
き
る
よ
う

努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

再
質
問

　

前
川
と
南
幹
線
用
水
路
を
一
体
的
に

整
備
し
、
道
の
駅
か
ら
前
川
あ
や
め
園

を
船
で
往
来
さ
せ
、
水
郷
の
ま
ち
と
し

て
の
魅
力
で
誘
客
を
し
て
は
ど
う
か
。

水
郷
を
再
認
識
す
る
施
策

を
進
め
る

柗
田
市
長

　

前
川
排
水
機
場
の
問
題
が
平
成
21

年
度
に
は
解
決
す
る
こ
と
に
な
り
、

水
の
増
量
を
排
除
し
て
考
え
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
、
そ
の
こ
と
を
含
め

前
川
全
体
の
整
備
、
観
光
と
い
う
も

の
も
考
え
て
行
き
た
い
。

東
関
東
自
動
車
道
の
延
伸

に
つ
い
て

　

東
関
東
道
の
延
伸
に
つ
い
て
は
早

期
事
業
化
を
願
う
も
の
で
あ
り
ま
す

が
、
進
捗
状
況
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
か
。
国
道
51
号
バ
イ
パ
ス

と
あ
わ
せ
て
伺
い
ま
す
。

①
中
央
要
望
の
際
、
冬
柴
国
土
交
通

大
臣
並
び
に
国
土
交
通
省
の
回
答

は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
か

②
今
後
の
事
業
化
に
向
け
た
年
次
計

画
と
東
関
東
自
動
車
道
路
と
国
道

51
号
バ
イ
パ
ス
の
事
業
主
体
者
の

整
合
性
は

一
日
で
も
早
い
都
市
計
画

決
定
を
お
願
い
し
て
い
る

吉
川
建
設
部
長

①
冬
柴
国
土
交
通
大
臣
及
び
事
務
次

官
な
ど
関
係
者
の
方
々
は
、
重
要

港
湾
の
常
陸
那
珂
、大
洗
、鹿
島
、

日
立
の
各
港
、
そ
し
て
国
際
拠
点

の
成
田
空
港
、
茨
城
空
港
な
ど
へ

の
ア
ク
セ
ス
性
を
更
に
高
め
る
た

め
、
必
要
性
は
十
分
認
識
し
て
い

る
と
の
回
答
で
し
た
。

②
東
関
東
自
動
車
道
路
に
つ
い
て

は
、
平
成
９
年
に
基
本
計
画
設
定

さ
れ
て
い
る
。
茨
城
県
で
は
、
来

年
の
夏
に
都
市
計
画
決
定
す
る
手

続
き
を
し
て
い
る
。
国
道
51
号
バ

イ
パ
ス
に
つ
い
て
も
都
市
計
画
決

定
を
同
時
に
進
め
て
お
り
ま
す
。

次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
地

域
振
興
を

　

政
府
は
２
０
５
０
年
ま
で
に
温
室

効
果
ガ
ス
排
出
量
を
半
減
さ
せ
る
計

画
を
打
ち
出
し
て
い
る
。
そ
し
て
、

経
済
産
業
省
を
中
心
に
、
環
境
省
、

農
林
水
産
省
な
ど
が
Ｃ
Ｏ
２
排
出
削

減
の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
対
し
て
、

様
々
な
支
援
、
優
遇
措
置
を
計
画
し

て
い
る
。
国
内
で
も
地
域
の
特
性
や

気
候
を
生
か
し
た
様
々
な
取
り
組
み

が
な
さ
れ
て
い
る
。

①
現
在
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
言
わ
れ
る

も
の
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ

る
か
。

②
そ
し
て
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
対
し

て
は
ど
の
よ
う
な
支
援
優
遇
措
置

が
あ
る
の
か
。

③
当
市
で
も
地
域
振
興
の
一
つ
と
し

て
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
係
の
企
業
誘

致
は
で
き
な
い
か
。
で
き
る
と
す

れ
ば
潮
来
で
は
ど
の
よ
う
な
新
エ

ネ
ル
ギ
ー
が
考
え
ら
れ
る
か
。

潮
来
に
適
し
た
企
業
が
あ

れ
ば
進
め
て
い
く

鈴
木
副
市
長

　

潮
来
市
で
の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活

用
、
地
域
振
興
で
何
が
出
来
る
か
を

考
え
た
場
合
、
や
は
り
潮
来
は
米
ど

こ
ろ
で
あ
り
、
稲
わ
ら
、
も
み
殻
な

ど
も
活
用
し
た
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル

の
製
造
が
可
能
か
ど
う
か
、
現
在
日

本
各
地
で
行
な
わ
れ
て
い
る
研
究
開

発
の
結
果
、
大
規
模
実
証
の
結
果
を

踏
ま
え
て
水
と
緑
に
囲
ま
れ
た
潮
来

市
に
適
し
た
企
業
で
あ
れ
ば
検
討

し
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
っ
て
の
地

域
振
興
、
企
業
誘
致
を
進
め
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

県民の森野外ステージ

道
の
駅
周
辺
の
企
業
誘
致

に
つ
い
て

　

潮
来
市
で
は
積
極
的
に
企
業
誘
致

を
推
進
し
て
い
る
。
自
主
財
源
の
確

保
、
雇
用
の
促
進
な
ど
大
き
な
期
待

を
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
道
の
駅
周

辺
の
企
業
誘
致
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
か
伺
う
。
ま
た
借
地
部
分
の

継
続
も
し
て
い
く
の
か
伺
う
。

全
力
で
企
業
誘
致
を
進
め
る

窪
谷
企
画
財
政
課
長

　

今
言
え
る
こ
と
は
全
力
で
企
業
を

誘
致
す
る
こ
と
で
、
現
在
の
市
と
地

権
者
で
締
結
し
て
い
る
契
約
を
解
除

し
、
新
た
に
地
権
者
と
進
出
企
業
で

賃
貸
借
契
約
を
締
結
す
る
か
、
又
は

売
買
契
約
を
締
結
す
る
か
の
い
ず
れ

か
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ

の
場
合
市
が
企
業
と
地
権
者
の
間
に

入
り
調
整
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
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潮
来
一
中
通
学
路
の
整
備
を

　

市
役
所
脇
の
一
中
通
学
路
は
国
道

入
り
口
が
整
備
拡
幅
さ
れ
て
、
途
中

ま
で
は
良
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の

上
の
方
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

生
徒
の
安
全
の
た
め
、
中
学
校
入
り

口
ま
で
を
一
刻
も
早
く
整
備
し
て
い
た

だ
き
た
い
が
現
状
を
伺
い
ま
す
。

法
線
等
を
再
検
討
し
て
い
く

今
泉
都
市
建
設
課
長

　

計
画
地
区
内
に
所
有
者
不
明
地
が

あ
り
、
地
権
者
確
定
が
困
難
な
部
分

が
あ
る
。
現
在
そ
の
部
分
に
か
か
ら

な
い
よ
う
法
線
等
を
再
検
討
し
て
お

り
計
画
が
ま
と
ま
り
次
第
工
事
を
発

注
し
た
い
。

潮
来
一
中
体
育
館
東
側
に

擁
壁
を

　

体
育
館
東
側
は
す
ぐ
崖
に
な
っ
て

い
て
、
大
雨
や
地
震
で
土
砂
崩
れ
が

沼里　真一郎 議員

起
き
な
い
か
心
配
で
す
。
父
が
議
員

の
時
心
配
し
て
擁
壁
建
設
を
要
望
し

た
そ
う
で
す
。
早
急
な
措
置
が
と
れ

な
い
で
し
ょ
う
か
。

道
路
工
事
と
合
わ
せ
早
急
に

整
備

今
泉
都
市
建
設
課
長

　

擁
壁
工
事
に
つ
い
て
は
道
路
工
事

と
合
わ
せ
整
備
を
考
え
て
い
ま
す
。

ご
期
待
に
沿
え
る
よ
う
に
な
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

各
地
区
か
ら
の
生
活
環
境

改
善
の
要
望
に
つ
い
て

　

各
地
区
か
ら
の
生
活
環
境
改
善
の

要
望
が
出
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
市

と
し
て
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る

か
。
具
体
的
事
例
は
ど
の
よ
う
な
優

先
順
位
で
処
理
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

緊
急
性
の
あ
る
も
の
か
ら
。

住
民
の
協
力
を
得
る
も
の
も

あ
る

今
泉
都
市
建
設
課
長

　

緊
急
性
の
あ
る
道
路
破
損
の
補
修

工
事
は
す
ぐ
に
実
施
し
ま
す
。
建
設

工
事
等
の
要
望
も
そ
れ
ぞ
れ
検
討
し

優
先
順
位
を
決
め
ま
す
。
地
区
単
位

で
道
路
の
除
草
や
公
園
等
の
補
修
要

望
も
あ
り
、
地
区
の
方
々
に
協
力
を

頂
き
な
が
ら
整
備
す
る
も
の
も
あ
り

ま
す
。
現
場
を
見
て
、
通
学
路
や
生

活
環
境
道
路
等
を
優
先
的
に
順
位
を

付
け
て
い
ま
す
。

暴
力
団
等
の
脅
し
に
は
断

固
た
る
態
度
を

　

暴
力
団
等
の
、
住
民
や
市
職
員
へ

の
脅
し
に
対
し
て
、
住
民
を
守
る
た

め
ど
の
よ
う
な
対
応
を
と
る
か
。
近

年
長
崎
市
の
例
の
よ
う
に
自
治
体
を

脅
し
て
利
益
を
得
よ
う
と
す
る
傾
向

が
あ
り
ま
す
。
ど
ん
な
小
さ
な
こ
と

で
も
警
察
と
連
携
を
取
り
、
住
民
を

守
る
た
め
厳
し
く
対
応
す
る
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

警
察
と
連
携
し
対
応
す
る

根
本
総
務
課
長

　

ど
ん
な
小
さ
な
こ
と
で
も
警
察
と

連
携
を
密
に
し
て
対
応
し
た
い
。
情

報
も
住
民
と
共
有
し
た
い
。
自
治

体
自
身
を
守
る
た
め
不
当
要
求
行

為
と
行
政
対
象
暴
力
等
の
危
機
管

理
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
き
警
察

と
の
連
携
を
徹
底
し
ま
す
。

あ
や
め
娘
を
も
っ
と
多
く

　

潮
来
市
の
観
光
で
娘
船
頭
の
影

響
は
大
き
く
、
市
営
ろ
船
遊
覧
で

は
土
曜
日
曜
に
あ
や
め
娘
が
ろ
船
に

同
乗
す
る
事
は
お
客
様
に
大
変
喜
ば

れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
今
年
は
あ

や
め
娘
の
募
集
を
潮
来
市
在
住
に
限

定
し
た
た
め
応
募
者
が
少
な
く
、
あ

や
め
娘
が
３
人
だ
け
で
し
た
。
土
日

で
も
あ
や
め
娘
が
ろ
船
に
乗
ら
な
い

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
で
は
ろ

船
遊
覧
の
特
色
が
薄
れ
、
お
客
様
に

申
し
訳
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ろ

船
遊
覧
の
も
う
一
つ
の
目
玉
で
あ
る

娘
船
頭
は
あ
や
め
娘
で
活
動
し
た
娘

さ
ん
が
観
光
案
内
と
接
客
を
覚
え
娘

船
頭
に
な
り
ま
す
。
あ
や
め
娘
が
多

く
な
く
て
は
娘
船
頭
に
な
る
人
が
い

な
く
な
り
ま
す
。
ま
た
こ
の
ま
ま
で

は
お
客
様
の
満
足
度
が
下
が
り
ま

す
。
以
前
と
同
様
の
条
件
と
人
数
の

あ
や
め
娘
の
募
集
を
す
べ
き
と
思
う

が
ど
う
お
考
え
で
す
か
。

市
民
限
定
に
つ
い
て
再
考
し

人
数
を
確
保
し
た
い

鈴
木
環
境
経
済
部
長

　

市
民
の
意
識
高
揚
の
た
め
市
民
限

定
と
し
た
が
、
あ
ま
り
に
少
な
い
人

数
に
な
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
検
討

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
最
低
で
も
募
集

人
数
は
確
保
で
き
る
よ
う
に
し
て
い

き
た
い
。

当
市
の
無
年
金
者
、
将
来

の
無
年
金
者
は

　

当
市
の
無
年
金
者
及
び
将
来
の
無

年
金
者
は
ど
れ
く
ら
い
で
す
か
。

把
握
し
て
い
な
い

久
保
木
市
民
福
祉
部
長

　

無
年
金
者
に
つ
い
て
正
確
な
数
字

は
把
握
し
て
い
ま
せ
ん
。
年
金
を
受
給

し
て
い
る
方
は
、
６
８
１
８
名
で
す
。

市
の
若
者
の
就
職
状
況
は

失
業
対
策
事
業
は

　

現
在
失
業
率
は
４
％
を
切
っ
て
い
ま

す
が
、
若
者
の
失
業
率
は
そ
の
２
倍

ほ
ど
あ
り
ま
す
。
今
、
ワ
ー
キ
ン
グ

プ
ア
ー
や
家
な
き
若
者
が
増
え
て
い

ま
す
。
当
市
で
の
状
況
、
対
応
策
は
。

昭
和
20
年
、
30
年
に
あ
っ
た
失
業
対

策
事
業
に
取
り
組
め
な
い
で
す
か
。

雇
用
は
改
善
傾
向
だ
が
厳

し
い

鈴
木
環
境
経
済
部
長

　

平
成
19
年
７
月
期
、
鹿
行
管
内
の

34
歳
以
下
の
求
職
者
数
は
１
４
４
８

人
、
そ
の
う
ち
就
職
で
き
た
の
は
395

人
。
8.8
％
で
す
。
鹿
行
管
内
の
若
者

の
就
職
率
は
厳
し
い
状
況
が
今
も
続

い
て
い
ま
す
。
市
と
し
て
積
極
的
な

職
業
紹
介
と
情
報
提
供
を
行
っ
て
い

ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

◎
住
民
保
護
の
行
政
に
つ
い
て

潮来一中脇通学路
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潮
来
の
緑
を
守
る
条
例
に

つ
い
て

　

６
月
議
会
。
鈴
木
環
境
経
済
部
長

と
市
長
は
、「
他
の
自
治
体
の
状
況

を
十
分
調
査
し
て
、
法
令
等
の
趣
旨

を
十
分
調
査
し
た
上
、
県
と
調
整
し

て
い
き
た
い
。」
と
答
え
た
。
結
果

は
ど
う
か
。

県
内
４
自
治
体
が
条
例
制
定

鈴
木
環
境
経
済
部
長

　

県
内
の
43
市
町
村
に
照
会
し
た
と

こ
ろ
、
日
立
市
、
取
手
市
、
ひ
た
ち

な
か
市
、
守
谷
市
が
緑
を
守
る
条
例

を
制
定
し
て
い
る
と
答
え
て
い
る
。

内
容
を
分
析
し
４
市
を
訪
問
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
目
的
達
成
が
可

能
か
ど
う
か
検
討
し
た
後
で
の
県
と

対
応
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

公
選
法
違
反
の
選
管
委
員

の
処
遇
に
つ
い
て

　

公
職
選
挙
法
第
136
条
に
違
反
し
て

い
る
選
挙
管
理
委
員
は
罷
免
す
べ
き

で
は
な
い
か
。
市
の
考
え
を
お
聞
き

し
た
い
。

今泉　利拓 議員

議
会
で
対
応
を

根
本
総
務
課
長

　

地
方
自
治
法
第
184
条
の
２
に
「
普

通
地
方
公
共
団
体
の
議
会
は
、
選
挙

管
理
委
員
に
職
務
上
の
義
務
違
反
、

そ
の
他
選
挙
管
理
委
員
に
適
し
な
い

違
法
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
議

決
に
よ
り
罷
免
す
る
事
が
で
き
る
。

こ
の
場
合
、
議
会
の
常
任
委
員
会
、

ま
た
は
特
別
委
員
会
に
お
い
て
公
聴

会
を
開
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」

と
あ
り
ま
す
。
議
会
の
議
決
に
よ
る

所
で
す
の
で
、
見
解
を
述
べ
る
こ
と

は
出
来
ま
せ
ん
。

「
企
業
誘
致
」。
副
市
長

に
問
う

　

市
長
は
、
鈴
木
さ
ん
を
副
市
長
に

選
任
し
た
い
と
い
う
理
由
と
し
て
、

企
業
誘
致
を
推
進
す
る
た
め
と
答
え

た
。
副
市
長
は
、
潮
来
市
で
の
企
業

誘
致
に
ど
う
い
う
思
い
を
持
っ
て
引

き
受
け
ら
れ
た
の
か
。

自
分
が
出
来
る
こ
と
を
精

一
杯
や
っ
て
み
た
い

鈴
木
副
市
長

　

経
済
産
業
省
入
省
以
来
、
様
々
な

政
策
や
立
案
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た

が
、
身
を
も
っ
て
実
感
す
る
事
は
、

霞
ヶ
関
の
机
の
上
で
は
出
来
な
か
っ

た
。
以
前
か
ら
直
接
反
応
を
実
感
で

き
る
地
方
自
治
体
で
仕
事
を
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
市
長
の
、
潮

来
市
の
た
め
に
企
業
誘
致
を
推
進
す

る
と
い
う
熱
い
思
い
を
受
け
、
潮
来

市
民
の
一
員
と
し
て
、
自
分
の
出
来

る
こ
と
を
精
一
杯
や
っ
て
み
よ
う
と

い
う
強
い
決
意
で
引
き
受
け
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
。

再
質
問

　

潮
来
市
で
は
ど
う
い
う
企
業
誘
致

が
可
能
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
か
。

鈴
木
副
市
長

　

潮
来
市
は
首
都
圏
か
ら
高
速
道
路

で
約
80
分
。
成
田
空
港
か
ら
も
約
30

分
と
、
地
理
的
に
優
れ
、
可
能
性
を

秘
め
た
地
域
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

企
業
誘
致
に
つ
い
て
も
水
と
緑
に
囲

ま
れ
た
潮
来
の
自
然
環
境
を
保
全
し

つ
つ
、
雇
用
の
促
進
に
繋
が
る
よ
う

な
企
業
誘
致
を
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

潮
来
イ
ン
タ
ー
周
辺
地
区
は
、
物

流
、
流
通
関
係
の
企
業
。
市
営
あ
や

め
駐
車
場
地
区
は
、
商
業
関
係
の
企

業
。
道
の
駅
周
辺
地
区
は
、
環
境
負

荷
の
少
な
い
軽
工
業
関
係
の
企
業
。

道
の
駅
と
連
携
さ
せ
、
新
た
な
事
業

展
開
を
図
れ
る
企
業
。
須
賀
曲
松
下

地
区
は
、
住
居
地
域
で
地
域
の
方
々

が
い
ろ
い
ろ
協
議
を
行
っ
て
い
る
と

聞
い
て
い
る
。
そ
ち
ら
の
企
業
誘
致

が
出
来
る
よ
う
支
援
し
て
い
き
た

い
。

　

あ
る
程
度
時
間
は
要
す
る
が
、
企

業
の
業
績
が
改
善
さ
れ
、
設
備
投
資

や
工
場
の
増
改
築
が
行
わ
れ
て
い
る

こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
逃
さ
ず
に
企
業

誘
致
を
行
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

潮
来
市
を
第
二
の
夕
張
に

し
な
い
た
め
に
…

　

ど
う
い
う
状
況
に
な
る
と
第
二
の

夕
張
市
に
な
っ
て
し
ま
う
の
か
、
一

つ
の
例
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
お

し
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

身
の
丈
に
合
っ
た
支
出
を

佐
野
総
務
部
長

　

総
務
省
に
提
出
さ
れ
た
夕
張
市
の

財
政
再
建
計
画
書
に
は
、
人
口
は

ピ
ー
ク
時
で
10
万
８
千
人
が
、
炭
鉱

閉
山
等
の
経
過
の
中
で
１
万
３
千
人

ま
で
激
減
。
人
口
の
流
出
を
食
い
止

め
、
市
民
へ
の
サ
ー
ビ
ス
を
確
保
す

る
た
め
の
観
光
振
興
、住
宅
、教
育
、

福
祉
対
策
な
ど
に
多
額
の
支
出
を
行

い
、
10
万
人
規
模
の
市
民
サ
ー
ビ
ス

を
し
て
い
た
。
人
口
や
歳
入
に
合
わ

せ
た
サ
ー
ビ
ス
水
準
の
見
直
し
、
組

織
の
ス
リ
ム
化
、
人
件
費
の
抑
制
等

が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
こ
れ
ら
の

負
担
が
後
年
に
な
っ
て
か
な
り
増
加

し
た
こ
と
。
ま
た
第
３
セ
ク
タ
ー
に

対
す
る
赤
字
補
填
な
ど
が
原
因
で
は

な
い
か
と
計
画
書
に
書
い
て
あ
り
ま

す
。

　

当
市
で
は
、
毎
年
歳
入
に
合
っ
た

支
出
に
削
る
こ
と
が
出
来
ず
、
今
ま

で
積
ん
で
き
た
基
金
〝
貯
金
〞
を
お

ろ
さ
な
け
れ
ば
予
算
を
組
め
な
い
状

況
に
あ
る
。
こ
う
い
う
状
況
を
放
っ

て
お
く
と
、
い
ず
れ
夕
張
市
の
よ
う

に
な
る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
基
金

を
取
り
崩
さ
ず
、
身
の
丈
に
あ
っ

た
、
予
算
が
組
め
る
よ
う
に
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

経
費
削
減
。
何
故
今
、
市

長
は
イ
ン
ド
へ

　

９
月
議
会
に
、
特
別
旅
費
129
万
１

千
円
を
含
む
補
正
予
算
案
が
出
さ
れ

た
。こ
れ
は
イ
ン
ド
で
行
わ
れ
る「
湖

沼
会
議
」
に
市
長
が
出
席
す
る
旅

費
。
何
故
、
就
任
間
も
な
い
市
長
が

イ
ン
ド
へ
出
か
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
か
疑
問
に
思
う
市
民
も
い
る
。
詳

し
い
説
明
を
伺
う
。

市
長
自
ら
が
希
望

矢
幡
行
政
改
革
推
進
室
長

「
第
12
回
世
界
湖
沼
会
議
」
は
10
月

28
日
か
ら
11
月
２
日
ま
で
６
日
間
、

イ
ン
ド
の
ジ
ャ
イ
プ
ル
市
で
、「
湖

沼
と
湿
地
の
将
来
に
わ
た
る
保
全
に

つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
開
か
れ
る
。

茨
城
県
か
ら
は
県
知
事
、
県
議
会
、

市
町
村
関
係
、
市
民
活
動
団
体
等
で

約
25
名
程
出
席
予
定
で
す
。
潮
来
市

か
ら
は
市
長
の
み
出
席
し
ま
す
。
往

復
の
飛
行
機
は
ビ
ジ
ネ
ス
ク
ラ
ス
。

経
費
は
129
万
１
千
円
で
す
。
県
市
長

会
か
ら
30
万
円
の
助
成
が
あ
り
、
99

万
１
千
円
は
市
の
負
担
で
す
。

柗
田
市
長

　

来
年
で
あ
ろ
う
が
、
就
任
し
て

１
ヶ
月
で
あ
ろ
う
が
私
は
行
く
つ
も

り
で
す
。
研
鑽
を
深
め
る
た
め
必
要

で
あ
れ
ば
出
か
け
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

◎
水
道
水
の
「
県
水
」
へ
の
切
り
替

え
に
つ
い
て

◎
白
鳥
を
守
る
安
全
対
策
に
つ
い
て

◎
市
長
宛
招
待
状
、
案
内
状
へ
の
対

応
に
つ
い
て

企業誘致候補地（道の駅周辺）
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　９月２０日、２１日の２日間、当委員会では新潟県に於い
て２箇所の研修視察を実施いたしました。
１．三条市にある新潟県三条地域振興局では、「稲を原料に
したエタノールのエネルギー循環モデルづくり」について
取り組んでいる。ＪＡ全農が事業主体となり、平成１７年
から調査を開始、２１年にはＥ３ガソリンを製造し、県下
にある４０箇所のＪＡスタンドで販売する予定です。水田
農業が抱える地球温暖化問題に対応する取り組みとして
大変評価されるものであり、潮来市の農地の９割が水田
であることから考えれば大変参考になりました。

２．新潟市「新潟ふるさと村」は県と民間企業の第３セクター
で事業を行っている。常時各種イベント、展示会などが
開催され、年間１８０万人の来場があり新潟県を象徴す
る観光と物産の拠点施設であり、潮来市としても学ぶべ
き点は数多く感じられた。

環 境 経 済 委 員 会環 境 経 済 委 員 会 総 務 委 員 会総 務 委 員 会

教 育 福 祉 委 員 会教 育 福 祉 委 員 会 建 設 委 員 会建 設 委 員 会

　当市も決して地震の少ない地域ではない。それは

茨城県沖には「太平洋プレート」といわれる岩盤の

層があり、プレートが互いにぶつかったり他のプレー

トが下に沈み込んだりして地震が起きる。阪神淡路

や中越上越地震を報道で目の当りにしてきた教訓

を、私共も知識として得るべくして、今回テレビ放送

によって地震速報を知らせる事となったが、潮来市

内に（株）テックスの社長である箕輪さんという方が

日の出に住んでおり、緊急地震速報のシステムにお

いてのスペシャリストである。地震波には伝播速度の

速いP波（初期微動）と伝播速度は遅いが大きな揺

れを起こすS波（主要動）があり、P波をいち早く

検知し伝達するシステムが緊急地震速報である。総

務委員会始め各議員、市役所職員を含め１０月中に

箕輪さんを講師に招き勉強をし、被災時に最小限の

被害ですむ対策について学ぶつもりである。次回に

は報告をさせて頂きたいと思う。

　学校施設は、災害発生時の児童生徒等の安全を確保する

とともに、地域住民の緊急避難場所としての役割を果たすこ

とから、その耐震性能を確保することは重要であり、現在、

既存学校施設の耐震化の推進が喫緊の課題となっています。

　潮来市における耐震化は、県内では比較的高い水準にあ

ります。今後も老朽化している各学校の耐震化が課題とな

りますが、平成２０年度には、建築後４０数年経過し老朽

化が著しい延方小学校特別教室棟の建て替え工事が計画さ

れています。今後も学校の耐震化が段階的に図られるよう

所管委員会としても努力してまいります。

　平成１８年８月８日、「潮来市水道加入金の適正化に関す

る要望書」が潮来市指定管工事組合より議長宛に提出され

た。審査を付託された当委員会では、隣接市の水道加入金

についての資料などを参考に、慎重に審査をした結果、潮

来市の水道加入金は隣接市に比べて高すぎるので、このま

ま水道加入金の問題を放置すると、市内に家を新築しよう

とする人も費用負担の安い隣接市に建てるようになってしま

うのではないか。潮来市からの人口流出を防ぐ意味からも、

できるだけ水道加入金を隣接市の水準に下げるべきとの結

論に達し、議会において全会一致の賛成で要望書は採択さ

れました。

　執行部が議会の意思を重く受け止め、潮来市水道加入金を

引き下げる条例改正案を

９月定例会に提出し可決さ

れました。

　平成２０年４月からの水道

加入金は表の通りです。

　建設常任委員会はこれ

からも市民の目線で進ん

でまいります。

常 任 委 員 会 報 告常 任 委 員 会 報 告常 任 委 員 会 報 告

建て替え予定の延方小学校特別教室棟

メーター口径 加入金（改正後）
１３ｍｍ １５７,５００円

２０ｍｍ １８９,０００円

２５ｍｍ ２９４,０００円

３０ｍｍ ４２０,０００円

４０ｍｍ ７５１,０００円

５０ｍｍ １,１６５,５００円

７５ｍｍ ２,６２５,０００円

１００ｍｍ ４,６６２,０００円

１５０ｍｍ １０,４８９,５００円
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期　日 内　　　　容 議     員

７月 １日 消防夏期訓練 議 長

２日 霞ヶ浦北浦治水利水同盟総会 議 長

６日 行方地域農業振興協議会総会 議 長

９日 議会全員協議会 全 議 員

１０日　
～１１日

教育福祉委員会行政視察 教育福祉委員

１１日 建設委員会行政視察 建 設 委 員

１５日 延方相撲誥家見舞 議 長

１８日 広報編集委員会 広 報 委 員

１８日 国道５１号バイパス期成同盟会 議 長

１９日 総務委員会行政視察 総 務 委 員

２０日 東関道潮来～鉾田間期成同盟会 議 長

２０日 交通安全街頭キャンペーン 議 長

２２日 あやめ園整備事業 関 係 議 員

２２日 水原八坂神社祭礼 議 長

２４日 教育福祉委員会 教育福祉委員

２４日 県北鹿行市議会議長会定例会 議 長

２５日 広報編集委員会行政視察 広 報 委 員

２６日 鹿行議長会協議会 議 長

２８日 鹿行広域事務組合臨時議会 関 係 議 員

２８日 日の出祇園祭礼 関 係 議 員

２９日 硯宮神社祭礼 関 係 議 員

３０日 水戸神栖・玉里線期成同盟会 議 長

８月 １日 広報委員会 広 報 委 員

３日 行方地域医療協議会 議 長

４日 潮来・香取・鹿嶋三市議会交流会 議長・副議長・議運委員長

８日 環境経済委員会協議会 環境経済委員

９日 東関道水戸線中央要望 議 長

９日 教育福祉委員・民生委員意見交換会 教育福祉委員

１７日 人権尊重教育研修会 議 長

１８日 牛堀商工祭 議 長

１８日 水郷潮来花火 議 長

期　日 内　　　　容 議     員

１９日 清水次郎長会チャリティーカラオケ大会 議 長

２１日 総務委員会協議会 総 務 委 員

２１日 建設委員会協議会 建 設 委 員

２２日 議会運営委員会 議会運営委員

２２日 国道51号潮来バイパス中央要望 副 議 長

２４日 教育福祉委員会協議会 教育福祉委員

２８日 県国保運営協議会委員研修 議 長

２９日 議会全員協議会 全 議 員

２９日 環境経済委員会協議会 環境経済委員

９月 ３日 議会運営委員会 議会運営委員

５日 第3回定例会初日 全 議 員

６日 定例会本会議 全 議 員

７日 総務委員会 総 務 委 員

７日 教育福祉委員会 教育福祉委員

７日 議員定数調査特別委員会 全 議 員

９日 潮来二中体育祭 関 係 議 員

９日 潮来市防災訓練 全 議 員

１０日 建設委員会 建 設 委 員

１１日 定例会一般質問 全 議 員

１２日 定例会一般質問 全 議 員

１４日 定例会最終日 全 議 員

１５日 各小学校運動会 関 係 議 員

１７日 潮来市敬老会 全 議 員

２０日　
～２１日

環境経済委員会行政視察 環境経済委員

２２日 県南還暦軟式野球大会 議 長

２３日 戦没者追悼式 全 議 員

２５日 議員定数調査特別委員会 全 議 員

２８日 鹿行議長協議会 議 長

２９日 少年の主張茨城県大会 関 係 議 員

２９日　
～３０日

全国市町村交流レガッタ 関 係 議 員

議会議員活動日誌（平成１９年７月～９月)議会議員活動日誌（平成１９年７月～９月)

広報編集委員会研修報告 議会運営委員会研修報告
　広報委員会では７月２５日、茨城県取手市議会を視察いた
しました。
　取手市の「議会だより」は、主に一般質問の内容を掲載し、
タブロイド版（新聞形式）により発行していました。発行部
数が多いため予算の都合上ページ数を減らしたり２色刷りに
するなどしてできるだけ費用をかけずに、なおかつ見やす
く、わかりやすい紙面づくりに努力されていました。
　また取手市では、議事録の音声認識システムを導入して
います。このシステムは、音声がそのまま文字化され、リア
ルタイムで議事録の作成作業がおこなわれるというもので、
定例会終了後４０日前後で会議録が作成されます。あわせて
「議会だより」の編集作業も行えることから、「議会だより」
の発行が迅速に行えるということでした。
　会議録や議会だより等の議会の情報発信に関しては迅速
化、効率化が求められています。委員会としても常に読み
手の立場で、議会の内容や議員の考えをわかりやすく、迅
速に伝えていくことが基本であり、重要であると改めて感じ
ました。

広報編集委員会研修報告広報編集委員会研修報告 議会運営委員会研修報告議会運営委員会研修報告
　議会運営委員会は１０月４日、５日に須賀川市議会、会津
若松市議会を訪問し視察研修を行い、議会運営全般にわた
り勉強してきました。
　須賀川市議会は、議員数が２８人で４つの常任委員会と２
つの特別委員会を設置している。１８年度の定例会における
質疑者は９人、討論者３５人で、議案に対する質疑が少なく、
討論が多くなっている。これは議員が事前に勉強するため
質疑が少なくなり、議員は討論においての意思表示を重要
視しているということでした。
　会津若松市議会では、議案質疑を通告制とし総括質疑とし
て行っている。また採択された
請願について、市の業務に関
わる件については定期的に執
行部より報告を受けている。
　これら両市の議会運営につ
いて当市でも実行すべきもの
を議会に諮り、議員や執行
部の理解と協力を得て実施し
ていきたいと考えています。
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市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
議
会
の
活
性

化
に
つ
な
げ
よ
う
と
、
沼
津
市
議
会
は
平

成
16
年
12
月
5
日
、
全
国
で
初
め
て
音
声

認
識
で
会
議
録
を
作
成
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
本
会
議
や
委
員
会
で
の
発

言
を
音
声
認
識
し
、
文
字
変
換
す
る
「
会

議
録
作
成
支
援
シ
ス
テ
ム
」
で
す
。
県
内

で
は
取
手
市
議
会
が
採
用
し
て
お
り
過

日
、
議
会
広
報
編
集
委
員
会
で
は
研
修
し

て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
設
置
し
た
マ
イ
ク

か
ら
の
声
を
パ
ソ
コ
ン
上
で
直
接
認
識
し
、

同
時
に
文
字
デ
ー
タ
に
変
換
す
る
も
の
で
、

本
会
議
の
進
行
と
同
時
並
行
に
、
事
務
局

内
で
反
訳
作
業
が
で
き
ま
す
。「
会
議
録
作

成
支
援
シ
ス
テ
ム
」
の
メ
リ
ッ
ト
は
、

①
反
訳
作
業
時
間
が
従
前
の
お
よ
そ
３
分

の
１
に
短
縮
さ
れ
た
。

②
外
部
委
託
経
費
の
削
減

③
事
務
局
職
員
の
時
間
外
勤
務
手
当
の
削
減

④
会
議
録
作
成
の
時
間
の
短
縮

な
ど
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
「
議
会
だ
よ
り
」
は
、
議
会
広
報
編

集
委
員
会
が
中
心
に
な
り
ま
と
め
て
い
ま

す
。
発
行
ま
で
時
間
が
か
か
り
過
ぎ
ま
す
の

で
、
潮
来
市
で
も
導
入
で
き
れ
ば
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
研
鑽
を
重
ね
読
み

や
す
く
分
か
り
や
す
い
編
集
に
心
掛
け
て
ま

い
り
ま
す
。
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
、
ご
要

望
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

（
𠮷
川　

俊
）

　９月２９日・３０日、全国ボート場所在市町村による「第１６回全国市町村交流
レガッタ大会」が福島県喜多方市で開催され、議会の部で潮来市議会チームが
見事初優勝を果たしました。また、壮年女子の部で出場した「いたこ花組」は４
位に入賞しました。

議会傍聴は議員活動や市政方針などを知る最も身近
な機会です。
受付をすればどなたでも傍聴できますので気軽にお
越しください。

第４回定例会は

傍聴へお越しください

１１月３０日（金） 開会予定です。

議員の寄付行為禁止についてのお願い

全国市町村交流レガッタ大会優勝全国市町村交流レガッタ大会優勝

多年にわたり地方自治の発展と市政

の向上に貢献された議員が表彰さ

れました。

全国市議会議長会表彰

高塚　　直　議員

塙　　信一　議員

長谷川幸雄　議員

自治功労者表彰自治功労者表彰

「知ってっか　飲ませたおめえも　共犯者」「知ってっか　飲ませたおめえも　共犯者」

「飲んで乗る　そおた話は　あんめえよ」「飲んで乗る　そおた話は　あんめえよ」

「決めとくべ　飲んでいい人　悪い人」「決めとくべ　飲んでいい人　悪い人」
“茨城弁”交通安全川柳入賞作品

　飲酒運転は自分自身の甘えが招く取り返しのつかない

犯罪です。

　また飲酒運転を承知で飲酒をすすめた人や飲酒運転の

助手席などに乗る同乗者にも重大な責任があります。

「飲酒運転は絶対にしない・させない」を合言葉

　市議会議員は、公職選挙法により選挙区内においての寄付行為が禁止されています。また市民が
議員に対して寄付を要求することも禁止されています。
　私ども議員一同は議員活動の一環として、地域のお祭りや運動会等の諸行事や各種会合に積極的
に対応しておりますが、祝儀や参加費等のあいまいな支出は公職選挙法に違反する恐れがあります。
各種団体等のみなさまには、これらの事情をご理解いただき、会費や実費が伴う行事等については会
費等を明示してご案内くださいますようお願いいたします。
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